
ク
レ
ー
ム
に

苛
ま
れ
教
員
や

バ
ス
運
転
手
な

ど
の
志
願
者
減

少
、
離
職
が
深

刻
だ
。
こ
の
困

惑
事
象
に
共
通
す
る
点
は
、
現

場
の
悲
鳴
に
対
し
管
理
者
が
手

本
を
示
さ
ず
弥び
縫ほ
う
策さ
く
に
終
始
す

る
こ
と
な
ど
で
は
な
い
か
▼
50

年
前
、
小
野
田
寛
郎
少
尉
が
ル

バ
ン
グ
島
か
ら
帰
還
し
た
。
情

報
将
校
ゆ
え
の
秀
で
た
記
憶

力
、洞
察
力
が
印
象
的
だ
っ
た
。

し
か
し
戦
後
日
本
の
価
値
観
と

の
齟
齬
に
辟
易
し
、
無
用
な
争

い
を
避
け
る
べ
く
翌
年
か
ら
ブ

ラ
ジ
ル
で
牧
場
経
営
に
専
念
。

そ
の
数
年
後
、
浪
人
生
に
よ
る

〝
金
属
バ
ッ
ト
両
親
殺
害
事
件
〞

に
心
を
痛
め
、
日
本
へ
戻
り
、

青
少
年
が
本
来
備
え
る
べ
き
逞

し
さ
、
野
性
的
な
心
を
育
み
、

自
ら
気
づ
き
考
え
る
、
を
理
念

に
「
小
野
田
自
然
塾
」
を
興
す
▼

著
書
「
君
た
ち
、ど
う
す
る
？
」

に
よ
れ
ば
指
導
は
簡
潔
だ
。
危

険
行
為
の
禁
止
と
「
自
分
が
さ

れ
て
嫌
な
こ
と
は
他
人
に
し
な

い
」
が
基
本
。
翻
っ
て
こ
れ
を

破
れ
ば
「
君
は
自
分
が
嫌
じ
ゃ

な
い
か
ら
他
人
に
し
た
ん
だ
ね

？
」
と
子
ど
も
を
つ
ね
っ
て
、

人
の
痛
み
を
わ
か
ら
せ
る
な
ど

手
厳
し
い
▼
昨
今
の
カ
ス
ハ
ラ

も
自
他
の
痛
み
へ
の
想
像
力
不

足
、〝
躾
役
〞
不
在
の
成
長
過

程
が
淵え
ん

源げ
ん

と
も
い
え
よ
う
。（
三
）
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本会会員の先生は、第１～３回新点数説
明会の模様をデンタルブック内で視聴
できます。第１～３回ともに配信中です
ので、右上ＱＲからデンタルブックに
ご登録の上、ご覧ください。

▲デンタルブック▲デンタルブック

好評配信中！好評配信中！

オン資「義務化」撤回訴訟
11月までの結審求める

２

ベ―スアップ評価料は「歯科医院の懐を見
る加算」メディア懇参加者から鋭い指摘

３

News　View

４経営・税務相談Q＆A No.417
定額減税②～よくある質問～

８教えて！会長!! No.83
施設基準とベースアップ評価料

東京歯科保険医協会

2024年度第52回定期総会のご案内
当協会の第52回定期総会を下記の通り開催いたします。ご多

用中のこととは存じますが、ぜひご出席くださいますようお願
い申し上げます。また、５月上旬に送付いたしました往復葉書
「第52回定期総会・記念講演 出欠票」をご返送ください。

【総会議事】
Ⅰ 総会
 ◆開催日時　６月16日（日）午後２時30分～７時45分
 ◆開催場所　主婦会館プラザエフ(住所：東京都千代田区六番町15)主婦会館プラザエフ(住所：東京都千代田区六番町15)
 　　　　　　 　　　　　　※交通：JR中央線四ツ谷駅麹町口より徒歩※交通：JR中央線四ツ谷駅麹町口より徒歩１１分。東京　　分。東京　　
　　　　　　　　　　 メトロ丸ノ内線・南北線四ツ谷駅より徒歩　　　　　　　　　　 メトロ丸ノ内線・南北線四ツ谷駅より徒歩２２分分
 ◆総会議事　午後２時30分～４時15分（７Ｆカトレア）
 ◆議　　案
 　第１号議案　2023年度活動報告の承認を求める件
 　第２号議案　2023年度決算報告の承認を求める件
 　　　　　　　(付・会計監査報告)
 　第３号議案　2024年度活動計画案承認の件
 　第４号議案　2024年度予算案承認の件
 　第５号議案　選挙管理委員承認の件
 　第６号議案　決議採択の件

 Ⅲ 懇親会
 ◆時　間　午後６時15分～７時45分（Ｂ２Ｆクラルテ）

 Ⅱ 記念講演
 ◆時　間　午後４時30分～６時00分（７Ｆカトレア）
 ◆テーマ　

 　　「２０２４年度改定を考察し、を考察し、

　　　　 今後の歯科医療を展望する　　　　 今後の歯科医療を展望する」
   講師：坪田 有史 氏
　　　　（東京歯科保険医協会 会長）
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５
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は
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20
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、
第
３
回
新
点
数
説
明
会
を

な
か
の
Ｚ
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Ｒ
Ｏ
大
ホ
ー
ル
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催
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、
会
員
、

ス
タ
ッ
フ
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心
に
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２
４
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６
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に
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冒
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史
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今
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の
問

「健康保険証は存続させるべき」

坪田会長らが国会議員に緊急要請

５
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、
坪
田
有
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と
早
坂
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副
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が
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現
行

の
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険
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を
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６
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、
今
次
改
定
に
お
け

る
新
点
数
説
明
会
は
全
日
程
が

終
了
。
計
３
回
の
開
催
で
、
参

加
者
は
計
２
千
857
人
を
数
え

た
。
ま
た
、
当
会
会
員
限
定
で

利
用
で
き
る
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク

内
で
、
各
回
の
模
様
を
オ
ン
デ

マ
ン
ド
配
信
し
て
い
る
。
あ
わ

せ
て
、「
歯
科
外
来
・
在
宅
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
の
届
出

方
法
に
つ
い
て
の
解
説
動
画
も

公
開
中
。
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
に

登
録
の
上
、
ぜ
ひ
ご
視
聴
い
た

だ
き
た
い
。

か
わ
ら
ず
、
政
府
は
健
康
保
険

証
の
新
規
発
行
を
12
月
２
日
に

終
了
す
る
方
針
を
崩
し
て
い
な

い
。
さ
ら
に
、
利
用
率
を
上
げ

た
医
療
機
関
に
対
す
る
支
援
金

ま
で
新
設
す
る
な
ど
、
利
用
率

向
上
へ
な
り
ふ
り
構
わ
な
い
対

応
を
し
て
い
る
。

協
会
に
寄
せ
ら
れ
た
「
現
行

の
健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め

る
」
請
願
署
名
に
は
「
マ
イ
ナ

保
険
証
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ

と
不
安
な
点
が
あ
り
ま
す
の

で
、
使
い
慣
れ
た
健
康
保
険
証

を
残
し
て
ほ
し
い
」「
資
格
確

認
書
を
送
付
す
る
く
ら
い
な

ら
、
現
行
の
健
康
保
険
証
を
今

ま
で
通
り
送
付
し
て
く
れ
れ
ば

済
む
こ
と
だ
と
思
う
」
な
ど
、

存
続
を
求
め
る
声
が
多
数
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
当
日
は
署
名
を

国
会
議
員
に
提
出
し
現
行
の
健

康
保
険
証
の
存
続
を
強
く
求
め

た
（
詳
細
12
面
）。

協会講師団／（左から）濱﨑啓吾理事、本橋昌宏副会長、川本弘理事、阿部菜穂理事

６退き際の思考 歯科医師をやめる
石田 昌也さんー後編ー

“人生の半分は闘病”も悔いなし

９症例研究
新設されたエナメル質初期う蝕管理料と
外安全１・外感染１

112024年6月 歯科用貴金属の随時改定情報

※６年ぶりの懇親会開催
です。会員であればど
なたでもご参加いただ
けます。ゲストも多数
お越しになりますので
定期総会と記念講演の
終了後には、ぜひお越
しください。
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オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
（
以

下
、
オ
ン
資
）
を
療
養
担
当
規

則
で
原
則
義
務
化
す
る
の
は
違

憲
だ
―
と
し
て
、
東
京
保
険
医

協
会
の
須
田
昭
夫
会
長
を
は
じ

め
、
全
国
の
医
師
・
歯
科
医
師

ら
１
千
415
人
が
、
義
務
の
無
効

確
認
な
ど
を
国
に
求
め
た
訴
訟

の
第
６
回
口
頭
弁
論
が
５
月
22

日
、
東
京
地
方
裁
判
所
（
岡
田

幸
人
裁
判
長
）
で
開
か
れ
た
。

原
告
団
の
副
団
長
で
、
当
協
会

会
長
の
坪
田
有
史
氏
ほ
か
、
副

会
長
の
早
坂
美
都
氏
、
理
事
の

橋
本
健
一
氏
を
含
む
原
告
団
が

参
加
し
、
約
30
人
が
傍
聴
し

た
。
前
回
に
引
き
続
き
、
大
法

廷
（
103
号
）
で
開
か
れ
、
国
側

の
準
備
書
面
が
提
出
さ
れ
た
。

国
側
は
準
備
書
面
の
中
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、「
ト

ラ
ブ
ル
が
生
じ
て
い
た
と
し
て

も
、
省
令
に
お
い
て
、
オ
ン
ラ

イ
ン
資
格
確
認
の
体
制
を
構
築

す
る
義
務
を
規
定
す
る
こ
と
が

否
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な

い
」
と
し
た
ほ
か
、
義
務
化
に

よ
っ
て
廃
院
す
る
医
療
機
関
が

増
え
て
い
る
と
い
う
原
告
の
主

張
も
否
定
し
た
。

弁
護
団
長
の
喜
田
村
洋
一
弁

護
士
は
、
岡
田
裁
判
長
に
対

し
、
一
審
の
結
審
を
12
月
２
日

に
迫
る
健
康
保
険
証
廃
止
前
の

11
月
末
ま
で
に
す
る
よ
う
求
め

た
。
昨
年
２
月
22
日
の
第
一
次

提
訴
か
ら
、
す
で
に
１
年
以
上

が
経
過
し
、
本
訴
訟
の
見
通
し

が
示
さ
れ
た
形
だ
。

坪
田
副
団
長

「
憤
り
を
感
じ
る
」

そ
の
後
の
記
者
会
見
で
は
、

坪
田
副
団
長
が
挨
拶
。「
医
療

の
Ｄ
Ｘ
化
に
反
対
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
拙
速

か
つ
強
制
的
に
進
め
ら
れ
る
現

状
に
憤
り
を
感
じ
る
」
と
訴

え
、
訴
訟
の
意
義
を
周
知
し
、

原
告
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
く
と
の
意
気
込
み
を
明

か
し
た
。

11
月
末
ま
で
の
結
審
求
め
る

坪
田
有
史
氏「
強
制
的
に
進
め
ら
れ
る
現
状
に
憤
り
」

ま
た
、
国
側
の
準
備
書
面
に

は
、「〝
レ
セ
プ
ト
の
電
子
請
求

が
す
で
に
原
則
義
務
化
さ
れ
て

い
る
〟
た
め
に
、
オ
ン
資
を
義

務
化
し
て
も
医
療
機
関
の
負
担

に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
主
旨

の
記
述
が
あ
り
、
訴
訟
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
原
告
団
事
務
局

長
の
佐
藤
一
樹
氏
（
東
京
保
険

医
協
会
理
事
）
は
、
レ
セ
コ
ン

電
子
請
求
原
則
義
務
化
の
経
緯

に
つ
い
て
、
情
報
提
供
を
呼
び

か
け
た
。

最
後
に
、
弁
護
団
の
二
関
辰

郎
弁
護
士
は
、「
国
の
準
備
書

面
に
は
指
摘
す
べ
き
点
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
な
ん
と
か
勝
訴
に

向
け
て
動
き
た
い
」
と
見
通
し

を
述
べ
た
。

次
回
、
第
７
回
口
頭
弁
論
は

７
月
９
日
㈫
午
前
11
時
30
分
か

ら
、
同
じ
く
103
号
法
廷
で
開
か

れ
る
予
定
だ
。
口
頭
弁
論
の
傍

聴
や
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
説

明
会
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き

る
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

な
お
、
佐
藤
氏
に
よ
る
連
載

を
本
紙
３
面
に
掲
載
し
て
い
る

の
で
、
こ
ち
ら
も
あ
わ
せ
て
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

オ
ン
資
「
義
務
化
」
撤
回
訴
訟　

第
６
回
口
頭
弁
論

勝訴に向けて動く―力強く語った弁護団の弁護士４名
（左から）牧田潤一朗氏、喜田村洋一氏、二関辰郎氏、小野高広氏

挨拶した坪田有史原告団副団長

６月１日施行 ２０２４年度診療報酬改定情報
新たな疑義解釈が示される！

　診療報酬改定に係る新たな疑義解釈が発出された。今回も協会に寄せ
られる質問で特に多い届出様式の記載方法、ベースアップ評価料などを
中心に主な疑義解釈（一部改変）を紹介する。なお、「歯科外来・在宅ベなお、「歯科外来・在宅ベ
ースアップ評価料（Ⅰ）」の届出の期限がースアップ評価料（Ⅰ）」の届出の期限が６６月月2121日（金）まで延長された。日（金）まで延長された。

ベースアップ評価料ベースアップ評価料
　ベースアップ評価料による収入の全額を対象職員のベースアップに用
いることが明確に示され、加えて、２０２４年度＋2.5％、２０２５年度＋
2.0％の政府目標を目指すことが望ましいとされた。

（問）ベースアップ評価料と政府目標（２０２４年度＋２. ５％、２０２
５年度＋２. ０％のベースアップ）の関係如何。

（答）当該評価料の算定にあたっては、施設基準において、その収入
の全額を対象職員のベースアップ等及びそれに伴う賞与、時間
外手当、法定福利費(事業者負担分等を含む)等の増加分に用い
ることが要件とされている。その上で、さらに当該評価料以外
の収入や、賃上げ促進税制などの活用により、政府目標の達成
を目指すことが望ましい。

　ベースアップ評価料による収入を対象職員ごとに賃金改善額に差をつ
けて良いことが示された。

（問）ベースアップ評価料による収入を対象職員の賃上げに用いる場
合、例えば現行の賃金水準が低い職員・職種に重点的に配分す
るなど、対象職員ごとに賃金改善額に差をつけてよいか。

（答）差し支えない。

　すでに、歯科外来診療環境体制加算１または２（外来環）の施設基準
を届け出ている医療機関は、研修の受講歴等ではなく、「受講者名」の欄
に常勤歯科医師名を記載と、「講習名（テーマ）」の欄に外来環の受理番
号を記載すれば良いことが示された。※受理番号の確認方法は、関東信
越厚生局が公開している「届出受理医療機関名簿」から確認できる。

（問）歯科外来診療医療安全対策加算１の施設基準に係る届出書添付
書類（様式４）の「４ 常勤歯科医師名と医療安全に関する研修
の受講歴等」及び歯科外来診療医療安全対策加算２の施設基準
に係る届出書添付書類（様式４の１の２）の「３ 常勤歯科医師
名と医療安全に関する研修の受講歴等」 について、令和６年度
診療報酬改定前の歯科点数表の「Ａ000」初診料の注９に規定す
る歯科外来診療環境体制加算１又は２の施設基準に係る届出を
行っている歯科医療機関において、研修の受講歴等を記載する
代わりに、歯科外来診療環境体制加算の届出をすでに行ってい
る旨を記載してもよいか。

（答）差し支えない。ただし、その際には、様式４又は様式４の１の
２にある「常勤歯科医師名と医療安全に関する研修の受講歴
等」の「受講者名」の欄に常勤歯科医師名を記載し、「講習名
（テーマ）」の欄に歯科外来診療環境体制加算の届出時の受理
番号を記載すること。

　届出様式（様式４）の「公益財団法人日本医療評価機構が行う、歯科
ヒヤリ・ハット事例収集等事業への登録状況」において、仮登録完了時
に同機構から送付される「仮登録のお知らせ」の受信日を届出様式の登
録完了年月日に記載すれば良いことが示された。

（問）歯科外来診療医療安全対策加算１の施設基準に係る届出書添付
書類（様式４）の「８ 医療安全対策に係る体制」の「① 公益財
団法人日本医療機能評価機構が行う、歯科ヒヤリ・ハット事例
収集等事業への登録状況」 について、登録完了年月日を記載す
ることとなっているが、当該施設基準の新設に伴い、登録しよ
うとする歯科医療機関数が多く、「参加登録申請書」を郵送後、
本登録までに時間を要する場合、本登録完了まで当該施設基準
の届出を行うことができないのか。

（答）歯科ヒヤリ・ハット事例収集等事業への参加登録の申請が行われ、
「参加登録申請書」の郵送を行った場合は、仮登録完了時に機構
から送付される 「仮登録のお知らせ」の電子メールの受信日を「登
録完了年月日」欄に記載し、日付の前に（仮登録）と記載するこ
とで差し支えない。その場合は、当該機構から送付される「仮登
録のお知らせ」の電子メール（又はその写し）を本登録が完了す
るまで保存すること。また、本登録が完了すると本登録が完了し
た旨の電子メールが当該機構から送信されるが、仮登録から一定
期間が経過しても本登録が完了した旨の電子メールが届かない場
合は、当該機構に問い合わせを行うこと。なお、本登録が完了し
た歯科医療機関（参加登録歯科診療所）は、当該機構のWebペー
ジでも確認が可能である。（本登録完了から約１か月程度で掲載。）

　根面う蝕管理料またはエナメル質初期う蝕管理料を算定した患者に対
するＦ局は、同一、初診期間中に当該管理料が算定されていれば、算定
できることが示された。

（問）「Ｉ031」フッ化物歯面塗布処置の注２及び注３について、当該
処置 を「Ｂ000-12」根面う蝕管理料を算定した患者又は「Ｂ
000-13」 エナメル質初期う蝕管理料を算定した患者に対して算
定可能となったが、 これらの患者は同月内に当該管理料を算定
している必要があるか。

（答）同月内に当該管理料を算定していない場合であっても、同一初
診期間中に当該管理料を算定しており、初期の根面う蝕又はエ
ナメル質初期う蝕の管理を行っている場合は算定して差し支え
ない。

　届出用紙（様式50の２）において、光impのみの届出を行う場合、「３ 
当該療養に係る歯科技工士の氏名等」および「４ 当該療養に係る医療機
関の体制状況等」の「使用する歯科用CAD ／ CAM装置」に係る記載
を省略できることが示された。

（問）「Ｍ003- ４」光学印象の施設基準に係る届出書添付書類（様式
50の２）について、光学印象の施設基準に係る届出のみを行う
場合、「３ 当該療養に係る歯科技工士の氏名等」及び「４ 当該
療養に係る医療機関の体制状況等」の「使用する歯科用CAD
／ CAM装置」に係る記載は必要か。

（答）いずれも不要。

歯科外来診療医療安全対策加算（外安全）歯科外来診療医療安全対策加算（外安全）

光学印象（光imp）光学印象（光imp）

フッ化物歯面塗布処置（F局）フッ化物歯面塗布処置（F局）
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「オンライン資格確認　　　　　　　　　等請求訴訟」格確認　　　　　　　　　等請求訴訟」格確認　　　　　　　　　等請求訴訟」義務不存在確認

東京保険医協会 訴訟ワーキンググループ原告団事務局長
いつき会ハートクリニック 佐藤 一樹

第２回第２回
原告勝訴：「医薬品ネット販売の権利確認等請求事件」との類似性原告勝訴：「医薬品ネット販売の権利確認等請求事件」との類似性

　オンライン資格確認を療養担当規則で原則義務化するのは違憲だ―。

全国の医師・歯科医師ら1,415人が、義務の無効確認などを国に求めた訴訟

が現在も続く。複数号にわたり、訴訟ワーキンググループの原告団事務局

長で、東京保険医協会理事の佐藤一樹氏（いつき会ハートクリニック）に、

訴訟の現状と今後の行方を展望していただく。
５月22日、第６回口頭弁論後の会見。一審判決の見通しが示された（詳細＝２面）

１９９１年３月、国立山梨医科
大学医学部卒業。同年４月、東
京女子医科大学日本心臓血圧研
究所循環器小児外科入局。１９
９９年４月同科助手。２００９年
１２月、いつき会ハートクリニ
ック理事長・院長。専門は心臓
血管外科、小児心臓外科。学位
：医学博士。著書に「医学書院 
医学大辞典」（第2版）医学書
院（２００９年）他、多数。

profile

本連載や訴訟の
関連資料をこち
らのQRからご覧
になれます

ら
れ
て
い
る
。

６
　
判
例
「
医
薬
品
ネ
ッ
ト
販
売
の
権
利
確
認

等
請
求
事
件
」
と
類
似

私
た
ち
の
確
認
訴
訟
と
同
類
・
同
系
統
の
訴

訟
の
「
判
例
」
に
、
原
告
が
勝
訴
し
た
「
医
薬

品
ネ
ッ
ト
販
売
の
権
利
確
認
等
請
求
事
件
」
判

決
（
平
成
25
年
１
月
11
日
　
最
高
裁
第
二
小
法

廷
）」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
２
０
２
１
年
度
の

行
政
書
士
国
家
試
験
に
出
題
さ
れ
る
ほ
ど
重
要

な
行
政
訴
訟
の
判
例
で
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
行

政
法
の
基
本
書
や
専
門
書
・
文
献
で
解
説
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
判
例
で
は
、「
第
一
及
び
二
類
医
薬
品

の
情
報
提
供
は
有
資
格
者
の
対
面
に
よ
り
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
の
厚
生
労
働
省
令
、
一

般
医
薬
品
の
郵
送
等
に
よ
る
販
売
を
行
う
こ
と

を
禁
止
す
る
旨
の
厚
生
労
働
省
令
は
、
い
ず
れ

も
各
医
薬
品
に
係
る
郵
便
等
販
売
を
一
律
に
禁

止
す
る
こ
と
と
な
る
限
度
に
お
い
て
、
新
薬
事

法
（
平
成
18
年
改
正
後
）
の
趣
旨
に
適
合
す
る

も
の
で
は
な
く
、
新
薬
事
法
の
委
任
の
範
囲
を

逸
脱
し
た
違
法
な
も
の
と
し
て
無
効
で
あ

る
」
と
原
告
の
訴
え
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
私
た
ち
原
告
に
よ
る
最
初
の
主

張
を
記
述
し
た
訴
状
に
も
、
被
告
で
あ
る
国
に

よ
る
最
初
の
準
備
書
面*

３
に
も
、
こ
の
平
成
25

年
判
決
の
判
例
法
理*

４
が
引
用
さ
れ
、
そ
の
後

も
双
方
の
す
べ
て
の
準
備
書
面
で
の
主
張
も
一

貫
し
て
、
こ
れ
に
準
じ
て
い
る
。
た
と
え
行
政

訴
訟
に
お
け
る
原
告
勝
訴
率
が
数
％
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
類
似
の
判
例
で
は
原
告
が
勝
訴
し

て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
原
告
側
が
裁
判
官
の

心
証*

５
を
得
る
蓋
然
性
が
高
い
。（
つ
づ
く
）

*

１
法
律
で
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
を
命
令
に
よ

っ
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
法
律
自
身
が
定
め

る
こ
と

*

２
民
事
訴
訟
に
お
い
て
、訴
え
の
提
起
に
際
し
、当
事
者・

法
廷
代
理
人・請
求
の
趣
旨・請
求
の
理
由
を
記
載

し
、第
一
審
裁
判
所
に
提
出
す
る
書
面

*

３
民
事
訴
訟
に
お
い
て
、当
事
者
が
口
頭
弁
論
に
お
い
て

陳
述
し
よ
う
と
す
る
事
項
を
記
載
し
て
、あ
ら
か
じ
め

裁
判
所
に
提
出
す
る
書
面

*

４
裁
判
所
が
示
し
た
判
断
の
蓄
積
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
考
え
方

*

５
訴
訟
事
件
の
審
理
に
お
い
て
、裁
判
官
が
得
た
事
実
の

存
否
に
関
す
る
認
識
や
確
信

こ
の
た
め
、
提
訴
時
の
訴
状*

２
の
「
公
法

上
の
法
律
関
係
に
関
す
る
確
認
の
訴
え
」
の
理

由
は
、以
下
の
（
１
）（
２
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
１
）
健
康
保
険
法
上
、
給
付
の
「
内
容
」
は

療
養
担
当
規
則
に
委
任
し
て
い
る
が
、
資
格
確

認
の
「
方
法
」
に
つ
い
て
は
、
条
文
に
委
任
し

て
い
る
と
書
か
れ
て
い
な
い

（
２
）
仮
に
健
康
保
険
法
上
、
委
任
が
さ
れ
て

い
る
と
し
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
を
義
務

化
す
る
こ
と
は
、
委
任
の
範
囲
を
逸
脱
し
て
い

る５
　
日
本
の
裁
判
お
け
る
「
判
例
」
の
拘
束
性

裁
判
に
お
い
て
裁
判
所
が
示
し
た
具
体
的
事

件
に
お
け
る
法
律
的
判
断
を
「
判
例
」
と
呼

ぶ
。「
先
例
」
と
し
て
の
重
み
付
け
が
な
さ

れ
、
そ
れ
以
後
の
判
決
に
拘
束
力
を
持
ち
、
影

響
を
及
ぼ
す
（
先
例
拘
束
の
原
則
）。
判
例
が

重
み
を
持
つ
理
由
は
、
同
類
・
同
系
統
の
訴
訟

・
事
件
に
対
し
て
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
判
決
が

異
な
る
こ
と
は
不
公
平
に
な
る
こ
と
を
防
ぐ
た

め
だ
。
日
本
で
は
、
特
に
最
高
裁
判
所
が
示
し

た
判
断
が
「
判
例
」
で
あ
り
、
下
級
審
の
判
断

は
実
務
上
「
裁
判
例
」
と
呼
ば
れ
区
別
さ
れ

る
。た

だ
し
、
日
本
国
憲
法
に
は
先
例
拘
束
性
を

一
般
的
に
定
め
る
明
文
規
定
は
存
在
し
な

い
。
し
か
し
、
判
例
と
さ
れ
る
最
高
裁
判
決

は
、
最
高
裁
大
法
廷
で
判
例
変
更
が
な
さ
れ
な

い
か
ぎ
り
、
下
級
裁
判
所
は
も
ち
ろ
ん
、
最
高

裁
自
身
の
判
断
を
実
質
上
は
拘
束
す
る
と
考
え

法
令

日本の法体系（法ピラミッド）

法
的
拘
束
力

憲法

法律

政令・施行令

省令・施行規則
告示

通知

委任

図１

法律は「給付」と「資格」を峻別

療養の給付

健康保険法63条１項
各号の５つ.

医師側による診察等の
医療サービスを示す.

資格確認

健康保険法63条3項に
基づく健康保険法施行
規則53条が規定.

被保険者側（医師側で
ない）が資格確認のた
めに提出する資料につ
いて規定するもの.

図３

法律の委任がない

健康保険法
７０条１項

療養担当規則
３条

「療養の給付」について
厚生労働省令に委任.

「資格確認」について
医療機関（医師側）
に義務付け.

×

図２

療養担当規則
３条

について
厚生労働省令に委任.

「資格確認」について
医療機関（医師側）
に義務付け.

ベ
―
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
は

「
歯
科
医
院
の
懐
を
見
る
加
算
」

メ
デ
ィ
ア
懇
参
加
者
か
ら
鋭
い
指
摘

協
会
は
５
月
10
日
、
第
１
回

メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
（
通
算
101

回
）
を
開
催
し
、
メ
デ
ィ
ア
５

社
６
名
が
参
加
し
た
。
今
回
は

加
藤
開
副
会
長
、
森
元
主
税
理

事
が
解
説
、
早
坂
美
都
副
会
長

が
司
会
を
務
め
、
２
０
２
４
年

度
診
療
報
酬
改
定
や
マ
イ
ナ
保

険
証
の
問
題
、
歯
科
技
工
問
題

な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。

診
療
報
酬
改
定
の
議
題
で
加

藤
副
会
長
は
、
今
次
改
定
で
新

設
さ
れ
た
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
に
つ
い
て
、
手
続
き
や
届
出

の
複
雑
さ
な
ど
を
説
明
。
次
回

以
降
の
改
定
で
、
同
評
価
料
が

廃
止
さ
れ
た
場
合
に
、「
給
与

を
維
持
で
き
な
い
」
な
ど
、
歯

科
医
院
が
直
面
し
う
る
問
題
点

を
挙
げ
た
。
届
出
を
行
う
場

合
、
従
業
員
の
給
与
の
額
面
な

ど
も
記
載
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
参
加
者
は
「
歯
科
医
院
の

懐
を
見
る
よ
う
な
加
算
だ
」
と

指
摘
。
歯
科
医
院
の
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
と
紐
づ
け
さ
れ
る
可
能

性
を
は
ら
ん
で
い
る
と
し
、
情

報
の
二
次
利
用
の
危
険
性
に
も

言
及
し
た
。

ま
た
、
森
元
理
事
は
地
域
医

療
部
長
談
話
「
患
者
を
最
期
ま

で
診
る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
こ

と
」
に
つ
い
て
解
説
。
高
齢
社

会
が
進
行
し
、
終
末
期
の
在
宅

医
療
の
重
要
性
が
増
し
て
お

り
、
診
療
報
酬
の
在
り
方
に
、

訪
問
の
回
数
制
限
緩
和
な
ど
に

よ
る
柔
軟
性
を
求
め
た
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
議
題
で

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
利
用
率
に

応
じ
、
医
療
機
関
に
支
援
金
が

給
付
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
話

題
が
及
ん
だ
。
参
加
者
か
ら
歯

科
医
院
の
反
応
に
つ
い
て
問
わ

れ
る
と
、
加
藤
副
会
長
は
「
大

半
の
先
生
は
否
定
的
だ
と
思

う
。
普
及
を
目
的
と
し
た
支
援

金
で
は
な
く
、
医
療
費
の
総
枠

拡
大
の
方
向
に
予
算
を
回
し
て

ほ
し
い
」
と
訴
え
、
協
会
が
取

り
組
む
保
険
証
存
続
の
た
め
の

署
名
に
「
今
ま
で
興
味
を
持
た

な
か
っ
た
人
た
ち
も
署
名
し
て

く
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
国
民
の

総
意
で
は
な
い
か
」
と
話
し

た
。

（写真左から）早坂美都副会長、加藤開副会長

訪問診療の現状を訴える森元主税理事
本訴訟の次回第７回口頭弁論が、７月９日㈫午前11時30分から東京地方裁判所で行われます。
法廷内での傍聴や、その後に行われる記者会見兼説明会への参加も可能です。ぜひご参加ください。

information

４
　
法
体
系
に
お
け
る
法
律
と
省
令

「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
」
を
療
養

担
当
規
則
で
規
定
し
た
厚
生
労
働
省
令
は
違
憲

・
違
法
で
あ
る
。
国
権
の
最
高
機
関
で
国
の
唯

一
の
立
法
機
関
で
あ
る
国
会
（
憲
法
第
四
十
一

条
）
が
制
定
し
た
健
康
保
険
法
に
よ
る
委
任*

１

が
な
い
の
に
、
省
令
で
保
険
医
（
医
師
・
歯
科

医
師
）
の
権
利
を
侵
害
す
る
よ
う
な
義
務
を
課

し
て
い
る
か
ら
だ
（
図
１
）。
法
律
の
委
任
が

な
け
れ
ば
、
省
令
に
罰
則
を
設
け
、
ま
た
は
義

務
を
課
し
、
も
し
く
は
国
民
の
権
利
を
制
限
す

る
規
定
を
設
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ

る
（
国
家
行
政
組
織
法
第
十
二
条
三
項
）。

健
康
保
険
法
第
七
十
条
一
項
は
、「
療
養
の

給
付
」
に
限
り
厚
生
労
働
省
令
に
委
任
す
る
条

文
で
あ
る
。
同
項
に
、「
資
格
確
認
」
に
つ
い

て
委
任
し
て
い
る
文
言
は
な
い
（
図
２
）。
そ

も
そ
も
、
被
保
険
者
が
資
格
確
認
の
た
め
に
提

出
す
る
資
料
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
の

は
、
健
康
保
険
法
第
六
十
三
条
三
項
に
基
づ
く

健
康
保
険
法
施
行
規
則
第
五
十
三
条
で
あ

る
。
法
律
は
、
療
養
の
給
付
と
資
格
確
認
を
峻

別
し
て
い
る
（
図
３
）。

（
注：見
出
し
番
号
は
前
号
か
ら
つ
づ
く
）



定額減税②　～よくある質問～
経営・税務相談Ｑ＆Ａ

  No.417

　定額減税（特別控除）が、２０２４年６月から実施されます。前号に引き続き、定
額減税（特別控除）の基本的な内容をご案内しますので参考にしてください。国税庁
・総務省の定額減税のホームページにもＱ＆Ａが掲載されていますので、右下のＱＲ
よりご確認ください。

◀国税庁 所得税定額減税
特設サイト

総務省 住民税定額減▶

Ａ５　原則として、２０２４年分の所得税の確定申告（２０２５年１月以
降）の際に所得税の額から定額減税の額を控除します。
　予定納税の対象となっている方については、確定申告での控除を待たず
に、２０２４年６月以後に通知される、２０２４年分の所得税に係る第１期
分予定納税額から本人分に係る定額減税の額が控除されます。配偶者や扶
養親族に係る減税分は、７月末までに第１期分および第２期分の予定納税
額の減額申請を行うことで予定納税額に反映されます。
　また、住民税の減税は定額減税前の税額をもとに算出した第１期分( ２
０２４年６月分)の税額から控除し、第１期分で控除しきれない分は、第２
期分(同８月分)以降の税額から控除します。

発送は６月末頃

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
、
６
月
施
行
で
す
。「
歯
科
保
険
診
療

の
研
究
（
２
０
２
４
年
６
月
版
）」
は
、
６
月
末
頃
に
会
員
の
先
生

方
に
無
料
で
１
冊
お
送
り
し
ま
す
。
お
手
元
に
届
く
ま
で
、
し
ば
ら

く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。
そ
れ
ま
で
は
現
在
お
手
元
に
あ
る
「
２
０
２

４
年
改
定
の
要
点
と
解
説
」（
紫
色
の
表
紙
）を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

２０２４年６月版
「歯科保険診療の研究」

※
表
紙
イ
メ
ー
ジ

Ａ３ ２０２４年６月１日以後に給与所得者が
退職した場合には、源泉徴収の段階で定額減
税の適用を受けたうえ、再就職先での年末調
整または確定申告で最終的な定額減税との精
算を行うこととなります。そのため、「給与
所得の源泉徴収票」の「（摘要）」欄には、定
額減税額などを記載する必要はありませ
ん。なお、「源泉徴収税額」欄には、控除前

Ｑ３　Ｑ３　スタッフが退職した場合に作成するスタッフが退職した場合に作成する
源泉徴収票には、定額減税額などをどの源泉徴収票には、定額減税額などをどの
ように記載するのかように記載するのか？？

は、年末調整または確定申告により精算をし
ます。そのため、月次減税で事業主が対応を
変える必要はありません。

Ａ４　住民税は、１人につき１万円の定額減
税となります。扶養親族がいる場合は、その
人数も合わせて定額減税となります。５～６
月に、医療機関に送られてくる税額決定通知
書・納税通知書には、定額減税を考慮した税
額が記載されています。そのため、記載され
た金額を給与金額から控除することで減税を
行うことができます。なお、２０２４年６月
分の住民税は特別徴収せずに、７月分以降、
（２０２４年度分の個人住民税・所得割額－
減税額）で算出した額を11等分した金額を７
月分～２０２５年５月分まで毎月特別徴収す
ることとなります。

Ｑ４　Ｑ４　スタッフの住民税分はどのように対スタッフの住民税分はどのように対
応すればいいのか？応すればいいのか？

Ｑ５　Ｑ５　個人事業主として医院を経営してい個人事業主として医院を経営してい
る。自分の定額減税はどのように行うのる。自分の定額減税はどのように行うの
か？か？

税額から月次減税額を控除した後の実際に源
泉徴収した税額を合計額に記載してくださ
い。
　先生ご自身で、住民税額を給与ソフトや
Excelファイルなどに手入力している医療機
関は、何月にいくらの税額かなど、入力を間
違えないよう注意してください。
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Ａ２　例えば７月に子どもが誕生し扶養親族
の人数が増え、２０２４年６月と７月とでは
扶養親族の人数が異なることになっても、月
次減税額の増額は行いません。なお、こうし
た人数の異動により生ずる定額減税額の差額

Ｑ２　２０２４年７月以降にスタッフに子Ｑ２　２０２４年７月以降にスタッフに子
どもが誕生し、扶養親族の数が変わる場合どもが誕生し、扶養親族の数が変わる場合
は、月次減税額も変わるのか？は、月次減税額も変わるのか？

Ａ１　当該の方は、６月１日に在職していま
せんので当院で月次減税は行いません。その
ため、年末調整で定額減税額の控除（年調減
税）を受けることになります。

Ｑ１　２０２４年６月２日以後に就職したＱ１　２０２４年６月２日以後に就職した
人の月次減税は、当院で行うのか人の月次減税は、当院で行うのか？？

 

  

協会の顧問弁護士と顧問税理士が回答いたします。 

（相続、賃借契約のトラブル、記帳や仕分け方法など何でもご相談ください） 
 

日日  時時：：６月 20 日（木） 午後 2 時～5 時 

定定  員員：：６名（各３名。相談時間は 1 人 1 時間以内） 

場場  所所：：東京歯科保険医協会 会議室 

要要予予約約：：03－3205－2999（担当：経営管理部） 

※予約は、受付順とさせていただきます。 

 

無料相談トトララブブルル対対策策はは早早めめのの対対応応ががポポイインントト  

法法律律相相談談、、経経営営＆＆税税務務相相談談  

　第39回医療研究フォーラムが、愛媛県保険医協会を主務協会として、９月22日（日）～ 23日（月・
振替休日）に、松山市のＡＮＡクラウンプラザホテル松山で開催されます。
　メインテーマは、「『白衣にヒューマニズムを 時代に聴診器を』～せっかくやけん 道後温泉にお
はいりなもし～」です。
　つきましては、分科会・ポスターセッションの演題を別紙の通り募集いたします。例年通り、６
つのテーマの分科会とポスターセッション各15演題、合わせて105演題を募集します。
　演題発表にご協力いただける先生を募集しています。ご希望の先生は協会までお問い合わせくだ
さい。必要な条件を満たせば、協会規定に沿って、参加費等を協会負担とさせていただきます。募
集要項は右下のＱＲからご確認ください。

日　　時　９月22 日（日・祝）午後３時～ 23日（月・振替休日）正午
会　　場　ＡＮＡクラウンプラザホテル松山　愛媛県松山市1-3-2-1
メインテーマ　「白衣にヒューマニズムを 時代に聴診器を」
　　　　　　　　～せっかくやけん 道後温泉におはいりなもし～
開催趣旨　開かれた医療研・市民参加、会員医師・歯科医師とコ・メディカル等の演題発表
主務協会　愛媛県保険医協会
主　　催　全国保険医団体連合会
参 加 費　演題発表者には規定により費用の補助があります。
規　　模　300人（予定）（Web参加含む）
募集締切　６月10日（土）（２次締切）

第39回保団連医療研究フォーラム第39回保団連医療研究フォーラム
分科会・ポスターセッション演題募集 分科会・ポスターセッション演題募集 

募集要項
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　この講習会は、「歯初診」「外安全１」「歯援診」「口管強」の施設基準に対
応した研修要件を１日で修了できます。また、医療法で定められている年２
回の医療安全講習会にも対応しています。
【注意】当講習会は、施設基準を新規に届け出る医療機関向けの講習会です。

日　時　７月28日（日）
　　　　①歯初診、外安全１、歯援診、口管強コース：午後１時～６時30分
　　　　②歯初診、外安全１コース　　　　　　　　：午後４時～６時30分
講　師　繁田 雅弘 氏（東京慈恵会医科大学精神医学講座 名誉教授）
　　　　坂下 英明 氏（明海大学 名誉教授／朝日大学 客員教授／
　　　　　　　　　　  我孫子聖仁会病院 口腔外科センター長）
  馬場 安彦 氏（東京歯科保険医協会 副会長）
  森元 主税 氏（東京歯科保険医協会 理事）
会　場　ワイム貸会議室 高田馬場 ４Ｆ（＊２）
定　員　100名
対　象　会員
参加費　①のコース（４種類）：８, ０００円（修了証代込）
　　　　②のコース（２種類）：５, ０００円（修了証代込）
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　社保・学術部

　今年度の新規個別指導は４月から行われ、開業後、概ね半年～８カ月以
内の医療機関が選定されました。指導対策は通知が届く前の早い段階で準
備を進めることが最も大切です。講習会では、年間100件を超える相談を
基に、指導で指摘されやすい事項を含め、保険診療の基本的なルールやカ
ルテ記載、請求方法、自費と保険の考え方を丁寧に解説します。もちろん
６月施行の診療報酬改定の内容も踏まえた内容となっております。
　これから開業を検討しておられる先生や勤務医の先生にも、ぜひご参加
いただきたい講習会です。

日　時　７月７日（日）正午～午後５時（予定）
講　師　協会講師団
会　場　ワイム貸会議室高田馬場４Ｆ（＊２）
定　員　50名
対　象　歯科医師
参加費　会　　員：１３, ０００円
　　　　未入会員： ３０, ０００円
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部

新規開業医講習会 新規開業医講習会 

予約フォーム

研究会・行事ご案内研究会・行事ご案内
＊1　東京歯科保険医協会：新宿区高田馬場１－29－８ いちご高田馬場ビル６階　

交　通　ＪＲ山手線・西武新宿線「高田馬場駅」（戸山口）より徒歩３分
 　　　　東京メトロ東西線「高田馬場駅」（３番出口）より徒歩５分

＊2　ワイム貸会議室高田馬場：新宿区高田馬場１－29－９ ＴＤビル （交通は上記「＊1」と同じ）
＊3　Web開催・配信はZoomウェビナーを使用します。

第 ３ 回 院内感染防止対策講習会
歯科点数表の初診料の注１に規定する施設基準（歯初診）および、歯

科外来診療感染対策加算１（外感染１）の施設基準に対応した「院内感
染防止対策講習会」を開催します。
　参加希望の方はデンタルブックのトップ画面＝マイページからご予約
ください。参加費の決済方法は、申込み受付後にメールでご案内いたし
ます。

日　時　 ６月19日（水）午後１時～２時
講　師　濱﨑 啓吾 氏（院内感染防止対策委員会 委員長）
会　場　Web開催　（＊３）
定　員　500名
対　象　会員
参加費　１,０００円
修了証　講演後の確認テストで合格した方にメールで
　　　　発行します
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
　　　　お申し込みには、デンタルブックへのご登録
　　　　（会員無料）が必要です。
担　当　経営管理部

デンタルブック
登録・ログインページ

　予防歯科といえば、スウェーデンが真っ先に取り上げられ
るのはなぜなのでしょう？なぜアメリカではない？　なぜ日
本ではない？そういうスウェーデンも、20世紀中頃は世界で
もっともむし歯の多い国の一つでした。その歴史を辿り、現
在の取り組みを紐解くことで、日本の健口寿命を延ばすヒン
トになると期待して、歯を失う病気を征服するポイントを交
えて、スウェーデンの予防歯科の具体的内容および、その柱
となっている科学的エビデンスのお話しをいたします。

日　時　７月27日（土）午後１時～３時30分
講　師　西 真紀子 氏
　　　　（NPO法人「科学的なむし歯・歯周病予防を推進する会」理事長）
会　場　東京歯科保険医協会会議室（Web併用）（＊１･３）
定　員　会場70名（Web500名）
参加費　会場・Webとも無料
予　約　右ＱＲからお申し込みください。
担　当　「保険でよい歯を」東京連絡会担当

予約フォーム

「保険でよい歯を」 東京連絡会 ２０２４講演会

「予防先進国スウェーデンに学ぶ！　　
　　健口寿命を延ばす３つのポイント」

後援：

第第 ２２ 回施設基準のための講習会回施設基準のための講習会
～歯初診・外安全～歯初診・外安全１１・歯援診・口管強～・歯援診・口管強～

予約フォーム

２０２４２０２４年度会員地区懇談会年度会員地区懇談会

「複雑すぎる保険改定を学んで、「複雑すぎる保険改定を学んで、

ひとつでも多くの保険算定を目指そう！」（仮）ひとつでも多くの保険算定を目指そう！」（仮）
　2024年度改定に伴い、協会には口管強や外安全・外感染の施設基準やベー
スアップ評価料に関しての質問が多く寄せられています。この難解な改定を
協会講師陣と懇談し、理解を深めませんか？お近くの先生はぜひご参加くだ
さい。事前アンケートにて参加される先生方のご質問やお悩みを伺い、その
解決策を懇談できればと考えています。改定内容の疑問点やご意見をお寄せ
ください。

◆講　師　
　協会講師団（多摩地区：坪田 有史 会長、城南地区：松島 良次 理事、
　　　　　　　城東地区：本橋 昌宏 副会長）
◆多摩地区懇談会
　日　時　７月24日（水） 午後７時～８時30分予定
　会　場　女性総合センター・第３学習室
　住　所　立川市曙町２－36－２
◆城南地区懇談会　　　
　日　時　８月１日（木） 午後７時～８時30分予定
　会　場　きゅりあん・大会議室
　住　所　品川区東大井５－18－１
◆城東地区懇談会
　日　時　８月７日（水） 午後７時～８時30分予定
　会　場　シアター１０１０・視聴覚室
　住　所　足立区千住３丁目92 千住ミルディスⅠ番館

参加費　無料（当日は会員証を受付にご提示ください）
定　員　（多摩）最大40名、（城東・城南）最大各50名
予　約　右のＱＲからお申し込みください。
担　当　組織部 予約フォーム

　 夏休みはリソルの森へ！

星空グランピング優待プラン
ご家族で満喫しませんか!!　

　リソルの森は、千葉県の房総台地に展開する森のスパリゾート。100万坪
にも及ぶ広大な敷地には、グランピングや天然温泉ををはじめ、森のアクテ
ィビティ、ゴルフ、乗馬、リゾートプールなどをご用意しています。この
度、会員の先生に優待プランをご用意いたしました。QRから専用ページに
アクセスし、ご予約ください。
※先着順のためご希望に添えない場合がございます。あらかじめご了
承ください。

専用ページへ専用ページへ

JR外房線 「誉田駅」 よりJR外房線 「誉田駅」 より
無料送迎バスもございます!!無料送迎バスもございます!!
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たり、そんなふうに家族と食事をしたり、孫と将棋をしたり、
楽しみながら生活をしています。最初はかわいそうだと思っ
て、孫を勝たせるように将棋を打っていたんですが、段々と上
達してきて、先日は、テレビを観ながら片手間で駒を打つ孫に
負けてしまいました。

光子さん：主人を近くで見ていると、歯科医師として現役時代
から仕事もプライベートも全力で、普通の人ではできないくら
い人生を謳歌してきたと感じます。「悔いがない」というのは
本心なんだと思います。

ー最後に引退を考える先生にメッセージをお願いします。

昌也先生：歯科医師は定年退職がないので、ある程度長く続け
ることができる仕事です。これは技術がある歯科医師の特権で
す。だけど、体力、視力の問題や、何か不安に思っていること
があれば、人生設計を考え直して、どこでリタイアをするか家
族できちんと考える必要があります。あとは、患者さんが退き
際を教えてくれる部分もあると思います。年齢を重ねれば、若
い患者さんは自然と来なくなったり、世間からの見られ方は変
化するんじゃないかな。でも長く診てきた高齢の患者さんは、
「あの先生は義歯を作ったり、調整するのがうまい」と信頼し
て来院するかもしれません。そうした棲み分けは世間がするも
のかなと思っています。

ー本日はありがとうございました。

編集後記
庭先で撮影した桜の木です―。協会宛てに届いた１枚の写真

を本紙に掲載したご縁で石田先生と初めてお会いした。今回、

「私でよければ」と企画にご協力いただき、約１年ぶりに石田

先生のもとへ。満開の桜は青々とした新緑に移り変わっていた

が、変わらずお話し好きな先生の様子と、仲睦まじいご夫婦の

かけ合いに心温まる取材となった。

　協会設立初期からの会員である石田先生。病を患いながらも

逞しく、家族思いの優しき人柄で、こうした先生方とともにあ

る協会半世紀の歩みを感じるひと時であった。

退き際の思考退き際の思考 歯科医師をやめる歯科医師をやめる

石田 昌也さん（石田歯科医院副院長）
ー後編ー

　歯科医師としての“引退”に着目した本企画。すでに歯科医療　歯科医師としての“引退”に着目した本企画。すでに歯科医療

の第一線を退いた先生にお話を伺い、引退を決意した理由や、の第一線を退いた先生にお話を伺い、引退を決意した理由や、

医院承継、閉院の苦労などを深堀りする。医院承継、閉院の苦労などを深堀りする。

　今号は、杉並区上荻にある石田歯科医院の副院長、石田昌也　今号は、杉並区上荻にある石田歯科医院の副院長、石田昌也

先生の後編。息子への医院承継や、大切にしてきた親子関係に先生の後編。息子への医院承継や、大切にしてきた親子関係に

ついて聞いた前編に続き、協会とのつながり、「悔いがない」とついて聞いた前編に続き、協会とのつながり、「悔いがない」と

いう人生について、妻の光子さんとともに振り返ってもらった。いう人生について、妻の光子さんとともに振り返ってもらった。

―協会に入会したきっかけは。

昌也先生:医師である妻の父から紹介されて保険医協会を知り
ました。「保障内容や利率の面で共済制度が良い」と助言を受
け、特に休業保障を勧められたので、深く考えずに共済制度に
加入するために入会して、はや50年近くになります。

―長らく協会に入会し、共済制度を利用してみていかがですか。

昌也先生：病気になったり、けがをするとやっぱり「どうしよ
う」と不安に思うものじゃないですか。そうした時、保険医協
会に「助けられた」「救われた」という気持ちが今でもありま
す。数年前に足を骨折した時も協会に連絡すると、事務局の方
がすぐに飛んで来て、保障内容などいろいろと説明をしてくれ
てほっとしたことを覚えています。 

光子さん:協会にはいろんな面で助けてもらっていますね。

昌也先生：それから、スタッフの給与計算や年末調整など医院
の経営や税務のことは、妻と税理士さんに任せきりだったんで
すが、その税理士さんを紹介してくれたのも協会です。税理士
さんには、保険・自費収入から経費計算まで、毎月きっちりと
会計のサポートをしてもらい、とても良かったと思っていま
す。

病とともに歩んだ歯科医師人生

ー長い歯科医師人生の中、さまざまな苦難もあったと思います。

光子さん：大変だったことと言えば、夫は働き盛りの40歳頃に
網膜剝離を発症し、失明するかもしれないと宣告されました。

昌也先生：私は諦めが早く、その時に「もう続けられないんだ
な」と思い、歯科医師を辞める覚悟もありました。それでも入
院中に「この先をどうしようか」と考え、失明しても患者さん
の問診だけならできるんじゃないかと、その後のことに目を向
けていましたね。

光子さん：退院後、幸いにも段々と症状が回復しました。入院
中の半年間と、退院直後の期間は、知り合いの先生に助けても
らい、その後、運良く治療ができるまでに復帰しました。

ー大変な経験の中でも、石田先生の強さを感じるお話ですね。

光子さん：ただ、翌年に腎臓の病気が分かり、今でも闘病を続
けています。

昌也先生：私の人生の半分は病気とともにあります。でも人生
78年。地方から東京に出てきて、歯科医師として開業して、た
くさん病気はしたけどまったく苦ではありません。「嫌な人生
だったな」「歯科医師はつまんなかった」という感情はなく、
自分の人生に満足しています。今は身体のこともあり、妻がい
ないと外にも出られないけれど、何も悔いはありません。それ
は協会の共済制度の助けがあったからこそで、そんな人生観で
ここまでくることができました。これから何を楽しみに生き
る、ということはないけど、この前は息子夫婦と焼き鳥を食べ

““人生の半分は闘病”も悔いなし人生の半分は闘病”も悔いなし 

「助けられた」「助けられた」共済制度と歩んだ歯科医師生活共済制度と歩んだ歯科医師生活

家族との食事会が何よりの楽しみだという家族との食事会が何よりの楽しみだという

（左から）石田昌也先生、妻の光子さん

※本インタビューの前編や過去の連載はホームページでご覧になれます。



（ 7） 第６５１号 ２０２４年（令和６年）６月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



５
月
中
旬
頃
か
ら
、
会
員
の

先
生
方
か
ら
非
常
に
多
く
の
問

い
合
わ
せ
を
い
た
だ
き
、
途
切

れ
る
こ
と
な
く
協
会
の
電
話
が

鳴
っ
て
い
ま
す
。
電
話
が
繋
が

り
に
く
い
状
況
と
な
り
、
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
、
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
す

が
、
会
員
の
疑
問
に
答
え
る
べ

く
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご

理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

今
次
改
定
に
多
く
の
会
員
が

疑
問
を
持
ち
、
困
惑
し
て
協
会

に
助
け
を
求
め
て
き
て
い
る
こ

の
状
況
に
つ
い
て
、
今
後
、
行

政
側
が
ど
う
対
応
し
よ
う
と
考

え
て
い
る
の
か
問
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
す
で
に
新
点
数

説
明
会
を
３
回
開
催
し
、
多
く

の
会
員
や
関
係
者
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
３
回

の
説
明
会
を
収
録
し
た
動
画

は
、
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク
で
す
べ

て
視
聴
で
き
ま
す
の
で
、
今
次

改
定
を
理
解
す
る
た
め
に
視
聴

し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

今
次
改
定
の
内
容
は
、
全
般

的
に
「
複
雑
で
理
解
で
き
な

い
」
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
個

別
項
目
で
質
問
が
多
い
の
は

「
施
設
基
準
の
内
容
と
届

出
」
と
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
」
で
す
。

「
施
設
基
準
の
内
容
と
届

出
」
は
、
書
籍
「
２
０
２
４
年

改
定
の
要
点
と
解
説
」
の
「
今

次
改
定
で
新
設
さ
れ
た
主
な
施

設
基
準
」（
173
ペ
ー
ジ
）
を
参

照
し
て
い
た
だ
き
、
本
書
内
の

項
目
ご
と
の
解
説
を
読
み
、
自

院
が
該
当
す
る
、
ま
た
、
届
け

出
し
た
い
施
設
基
準
が
あ
れ
ば

対
応
を
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。
６
月
１
日
か
ら
の
算
定
に

は
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

の
届
出
以
外
は
６
月
３
日
ま
で

が
提
出
期
限
で
す
が
、
期
限
が

過
ぎ
て
も
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
適
宜
届
出
を
行
い
、
該
当

月
か
ら
順
次
算
定
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
自
院
が
既
に
届
け

出
し
て
い
る
施
設
基
準
に
対

す
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま

す
。
関
東
信
越
厚
生
局
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
施
設
基
準
の

届
出
受
理
状
況
の
一
覧
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
東

京
都
・
歯
科
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
内
で

自
院
の
届
出
項
目
、
受
理
番

号
、
算
定
開
始
年
月
日
が
確

認
で
き
ま
す
。

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

Ⅰ
」
を
６
月
１
日
か
ら
算
定
す

る
場
合
、
５
月
20
日
付
の
事
務

連
絡
で
届
出
期
限
が
６
月
21
日

に
延
長
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
時

間
的
な
猶
予
が
で
き
ま
し

た
。
こ
こ
で
理
解
し
て
お
く
べ

き
８
項
目
を
挙
げ
ま
す
。

①
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

の
届
出
・
算
定
は
必
須
で
は

な
く
任
意
で
す
。
各
医
療
機

関
で
判
断
し
て
、
届
出
・
算

定
の
可
否
を
決
め
ま
す
。

②
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

の
対
象
職
員
は
、
歯
科
衛
生

士
、
医
療
機
関
で
雇
用
し
て

い
る
歯
科
技
工
士
、
歯
科
業

務
補
助
者（
歯
科
助
手
）の
み

で
、
歯
科
医
師
は
該
当
し
ま

せ
ん
。
な
お
、
受
付
専
任
の

事
務
職
員
、
40
歳
未
満
の
勤

務
歯
科
医
師
、
歯
科
技
工
所

に
勤
務
し
て
い
る
歯
科
技
工

士（
非
雇
用
）の
賃
上
げ
措
置

は
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
」
と
は
別
に
初
・
再
診
料

（
プ
ラ
ス
０
・
28
％
）の
ア
ッ

プ
分
で
対
応
し
て
い
る
と
厚

労
省
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

③
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

で
得
ら
れ
た
診
療
報
酬
は
、

す
べ
て
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
賃

上
げ
）
の
原
資
に
限
定
し
て

使
い
ま
す
。
な
お
、
定
期
昇

給
の
原
資
に
充
て
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

④
各
医
療
機
関
に
お
い
て
、
厚

労
省
が
示
し
た
２
０
２
３
年

度
比
較
で
、
24
度
に
プ
ラ
ス

２
・
５
％
、
25
年
度
に
プ
ラ

ス
２
・
０
％
（
２
年
間
で
４

・
５
％
）
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も

「
厚
労
省
の
目
標
値
」
で
あ

り
、
賃
上
げ
率
、
ま
た
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
行
う
か
否
か

も
、
各
医
療
機
関
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

で
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

１
・
２
％
に
な
る
よ
う
に
構

築
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が

っ
て
、「
厚
労
省
の
目
標

値
」
に
足
り
な
い
分
は
、
診

療
報
酬
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
以
外
の
部
分
や
賃
上
げ

促
進
税
制
を
活
用
す
る
よ
う

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑤
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

の
届
出
は
、
届
出
様
式
以
外

に
賃
金
改
善
計
画
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。
ま
た
、
毎
年

８
月
（
※
今
次
改
定
前
ま
で

は
７
月
）
に
行
う
定
例
報
告

で
賃
金
改
善
実
績
報
告
書
に

よ
る
報
告
が
必
要
で
す
。

⑥
詳
細
な
明
細
書
に
は
「
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」
と
記
載

さ
れ
ま
す
の
で
、
患
者
か
ら

の
問
合
せ
に
医
療
機
関
と
し

て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

⑦
賃
上
げ
を
行
う
に
あ
た
っ
て

は
、
給
与
（
賃
金
）
規
定
の

 教えて！ 教えて！

 会長!!  Vol. 会長!!  Vol.8383

施
設
基
準
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

グ
ル
ー
プ
生
命
保
険

保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険

保
険
医
年
金

　
　
お
申
し
込
み

　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
済
部
長
　
川
戸
二
三
江

　

今
春
も
普
及
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
伴
い
、
多
く
の
先
生
方
に
ご
加

入
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
加
入
日
・
振
替
日

等
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

【
グ
ル
ー
プ
生
命
保
険
】

　
　
加
入
日
、
保
障
開
始
日
・
・
・
７
月
１
日
（
月
）

　
　
初
回
振
替
日
・
・
・
・
・
・
・
６
月
25
日
（
火
）

　
　
加
入
者
証
の
送
付
・
・
・
・
・
８
月
下
旬
郵
送

【
保
険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
】

　
　
加
入
日
・
・
・
・
・
・
８
月
１
日
（
木
）

　
　
保
障
開
始
日
・
・
・
・
傷
害
の
場
合
は
８
月
１
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
・
・
・
・
疾
病
の
場
合
は
11
月
１
日
（
金
）
か
ら

　
　
初
回
振
替
日
・
・
・
・
７
月
25
日
（
木
）

　
　
加
入
者
証
の
送
付
・
・
10
月
上
旬
郵
送

【
保
険
医
年
金
】

　
　
加
入
日
・
・
・
・
・
・
９
月
１
日
（
日
）

　
　
初
回
振
替
日
・
・
・
・
月
払
の
場
合
は
８
月
26
日
（
月
）

　
　
一
時
払
の
場
合
は
８
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
振
り
込
み
。

　
　
７
月
下
旬
に
振
込
案
内
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
　
ご
確
認
後
、
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
加
入
者
証
の
送
付
・
・
10
月
下
旬
郵
送

※
各
制
度
の
掛
金
は
、
基
本
的
に
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
。
振
替
日

　

は
毎
月
25
日
（
25
日
が
休
日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）
と
な
り
ま

　

す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ　

０
３
ー
３
２
０
５
ー
２
９
９
９　

共
済
部

６
月
に
な
り
２
０
２
４
年

度
診
療
報
酬
改
定
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
が
…
。

会
員
か
ら
の
問
い
合
わ
せ

の
内
容
は
？

改
定
も
必
要
で
す
。
給
与

（
賃
金
）
規
定
が
整
備
さ
れ

て
い
な
い
場
合
に
は
、
労
働

条
件
通
知
書
を
新
た
に
提
示

す
る
等
し
て
、
従
業
員
に
周

知
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑧
「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

は
、
賃
上
げ
の
た
め
の
特
例

的
な
対
応
で
す
。
先
の
こ
と

な
の
で
不
確
定
で
す
が
、
次

回
の
改
定
で
評
価
さ
れ
ず
廃

止
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
２
年

後
に
医
療
機
関
側
に
と
っ
て

「
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
」

分
の
財
源
が
な
く
な
る
こ
と

を
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

協
会
で
は
、「
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
」
の
届
出
方
法
に
つ

い
て
の
解
説
動
画
を
作
成
し
ま

し
た
。
届
出
の
記
載
方
法
な
ど

に
つ
い
て
お
悩
み
の
先
生
は
、

算
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、

注
意
す
べ
き
点
は
あ
り
ま
す

か
？

６月からの労災診療費
　初・再診料が引き上げご注意を

　労災診療費における初診料および再診料が６月より引き上げられ
ました。労災の患者を診療する際に注意してください。

変更前 変更後
初診料

3,820円 3,850円
再診料

1,400円 1,420円

　ベースアップ評価料の届け出　ベースアップ評価料の届け出
様式などについて解説した動画様式などについて解説した動画
をデンタルブック内で公開してをデンタルブック内で公開して
います。デンタルブックに登録います。デンタルブックに登録
の上、ぜひご覧ください。の上、ぜひご覧ください。
　なお、厚生労働省のホームページでも解説してい　なお、厚生労働省のホームページでも解説してい
るので、あわせてご参照ください。るので、あわせてご参照ください。

▶▶【ベースアップ評価料】届け出 解説動画【ベースアップ評価料】届け出 解説動画
デンタルブックで公開中デンタルブックで公開中

デンタルブック

厚生労働省ホームページ

ま
ず
動
画
を
視
聴
し
て
く
だ
さ

い
。
動
画
は
デ
ン
タ
ル
ブ
ッ
ク

の
マ
イ
ペ
ー
ジ
か
ら
視
聴
で
き

ま
す
。
視
聴
し
た
上
で
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
協
会
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
全
国
の
医
科
、
歯
科
と
も
に

今
次
改
定
で
混
乱
が
生
じ
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
物
価
や
光
熱
費
の
上
昇
な

ど
の
現
状
か
ら
、
ス
タ
ッ
フ
の

た
め
に
何
ら
か
の
対
応
を
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
は
致
し
方
な

い
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
国
の

現
状
を
招
い
た
責
任
を
全
く
取

ら
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
、
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
、
マ
イ

ナ
保
険
証
な
ど
を
拙
速
に
押
し

付
け
て
く
る
こ
と
に
憤
り
を
感

じ
て
い
ま
す
。
先
生
方
は
ど
う

お
思
い
で
し
ょ
う
か
。

東
京
歯
科
保
険
医
協
会

会
長
坪
田
有
史

（ 8）第６５１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）６月１日 （第三種郵便物認可）
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永田 康祐
クレセル株式会社

ながた ・ こうすけ

歯科専門にサイト製

作、運用、コンサル

ティングを行い歯科

関連サイトの運用は

常時120件を数える。

今
回
か
ら
、
独
立
行
政
法
人
「
情

報
処
理
推
進
機
構
」（
以
下
、
Ｉ
Ｐ

Ａ
）
が
発
表
し
て
い
る
「
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅
威
２
０
２

４
」
に
つ
い
て
、
３
回
に
わ
た
り

解
説
し
て
い
き
ま
す
。

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大
脅

威
」
は
２
０
１
４
年
か
ら
毎
年
発

表
さ
れ
て
お
り
、
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
の
問
題
点
と
対
策
が
わ
か
り

や
す
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
公

開
さ
れ
て
い
る
の
で
、
医
療
機
関

従
事
者
の
方
々
に
も
、
ぜ
ひ
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
で
す
。

「情報セキュリティ10大脅威2024」「情報セキュリティ10大脅威2024」
解  説  ①解  説  ①

情報セキュリティのオールインワンページ

◆
Ｉ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て

　
Ｉ
Ｐ
Ａ
は
、
04
年
に
設
立
さ

れ
た
経
済
産
業
省
所
管
の
独
立

行
政
法
人
で
す
。
こ
の
独
法
、

身
近
な
と
こ
ろ
で
は
、
受
験
者

数
で
自
動
車
運
転
免
許
に
次
ぐ

Ｉ
Ｔ
関
連
の
国
家
資
格
「
情
報

処
理
技
術
者
試
験
」（
通
称

「
情
処
」
じ
ょ
う
し
ょ
）
事

業
、「
未
到
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
」

事
業
、「
Ｉ
Ｐ
Ａ
フ
ォ
ン
ト
」

公
開
な
ど
、
幅
広
く
活
動
し
て

い
ま
す
。

◆
新
し
い
脅
威
は

  

「
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
」

  

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
10
大

脅
威
」
は
、
個
人
向
け
と
組
織

向
け
に
分
か
れ
て
お
り
、
本
連

載
で
は
組
織
向
け
の
脅
威
を
解

説
し
て
い
き
ま
す
。

21
年
か
ら
引
き
続
き
１
位
は

「
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
」
で
す
。

比
較
的
新
し
い
脅
威
で
す
の

で
、
ま
ず
は
名
前
を
覚
え
て
く

だ
さ
い
。
ラ
ン
サ
ム
ウ
エ
ア
は

パ
ソ
コ
ン
内
や
外
付
け
で
、
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
デ
ー
タ
を
暗

号
化
し
て
ア
ク
セ
ス
を
不
能
に

し
、
解
除
の
パ
ス
ワ
ー
ド
と
引

き
換
え
に
金
銭
を
要
求
し
ま

す
。

　
対
策
と
し
て
は
、
通
常
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
加
え
、
外

部
ク
ラ
ウ
ド
や
通
常
使
用
し
て

い
る
パ
ソ
コ
ン
な
ど
と
直
接
接

続
し
な
い
ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
な

ど
へ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
有
効

で
す
。

　
件
数
と
し
て
は
多
く
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
い
わ
ゆ
る
身

代
金
や
調
査
・
復
旧
の
手
間
な

ど
、
損
害
が
大
き
い
の
が
特
徴

で
す
。
あ
る
日
突
然
、
院
内
の

パ
ソ
コ
ン
や
す
べ
て
の
デ
ー
タ

が
使
え
な
く
な
っ
た
ら
…
と
想

像
し
て
い
た
だ
き
、
対
策
を
急

ぎ
、
万
全
を
期
す
こ
と
を
お
薦

め
し
ま
す
。



月月日日 部部位位 療療法法・・処処置置 点点数数

66//1100 初初診診 226677

外外安安全全１１ 外外感感染染１１ ++1122++1122

歯歯管管 文文 （（文文書書提提供供 添添付付）） 8800++1100

ＰＰ基基検検（（検検査査結結果果 略略）） 220000

ＰＰ画画像像（（５５枚枚）） 5500

臼臼歯歯部部歯歯間間部部ににププララーーククがが多多くく歯歯肉肉にに発発赤赤ががああるる。。 ／／

ププララーーククとと白白濁濁歯歯面面をを写写真真をを用用いいてて歯歯周周病病のの原原因因とと ／／

症症状状のの説説明明ををしし、、赤赤染染ししＴＴＢＢＩＩをを行行うう。。 ／／

実実地地指指１１（（指指導導内内容容 略略）） 8800

快快矯矯快快 ＳＳＣＣ 7722++3388××22

晦晦 デデンンタタルル １１ＦＦ 電電 （（所所見見 略略）） 5588

晦晦 充充形形 ＤＤＢＢ 112288

ＥＥＥＥ・・ＥＥＢＢ ／／

充充填填（（複複雑雑））光光ＣＣＲＲ ＤＤＢＢ 115588＋＋2299

研研磨磨 ／／

塊塊械械 エエナナメメルル質質初初期期うう蝕蝕管管理理料料（（ＣＣｅｅ管管）） 注注②② 3300

口口腔腔管管理理体体制制強強化化加加算算 注注③③ ++4488

頬頬側側面面にに白白濁濁、、粗粗造造感感あありり。。継継続続的的なな指指導導・・管管理理がが ／／

必必要要ななたためめ計計画画書書をを作作成成しし、、説説明明すするる。。 注注④④ ／／

口口腔腔内内カカララーー写写真真撮撮影影 ／／

ＦＦ局局（（ＣＣｅｅ）） 注注②②⑤⑤ 110000

歯歯清清 注注②② 7722

66//1177 再再診診 明明細細 5588＋＋11

再再外外安安全全１１ 再再外外感感染染１１ ++22++22

ププララーーククココンントトロローールルにによよりり改改善善。。歯歯肉肉はは炎炎症症あありり。。 ／／

蒲蒲噛噛蒲蒲 ＳＳＣＣ 7722++3388××22

77//77 再再診診 明明細細 5588＋＋11

再再外外安安全全１１ 再再外外感感染染１１ ++22++22

歯歯管管 文文 110000++1100

ＰＰ基基検検（（検検査査結結果果 略略）） 110000

歯歯清清 注注⑥⑥ 7722

塊塊械械 エエナナメメルル質質初初期期うう蝕蝕管管理理料料（（ＣＣｅｅ管管）） 3300

口口腔腔管管理理体体制制強強化化加加算算 ++4488

光光学学式式うう蝕蝕検検出出装装置置にによよりりうう蝕蝕部部位位測測定定（（結結果果 略略）） ／／

ＦＦ局局（（ＣＣｅｅ）） 注注⑥⑥⑦⑦ 110000

実実地地指指（（指指導導内内容容 略略）） 8800

新新設設さされれたたエエナナメメルル質質初初期期うう蝕蝕管管理理料料とと
外外安安全全１１・・外外感感染染１１

患患者者：：1155歳歳・・女女性性

主主訴訴：：右右のの前前歯歯にに虫虫歯歯ががででききたた。。 歯歯磨磨ききでで出出血血すするる。。

所所見見：：晦晦ににうう窩窩をを認認めめるる、、塊塊械械のの唇唇側側面面にに白白濁濁あありり。。

傷傷病病名名：：晦晦 ＣＣ２２ 塊塊械械 ＣＣｅｅ 単単ＧＧ

施施設設基基準準：：外外安安全全１１ 外外感感染染１１ 口口管管強強 注注①①

《《解解説説》》

注注①① かか強強診診がが廃廃止止さされれ、、口口腔腔管管理理体体制制強強化化加加算算（（口口管管強強））のの施施設設基基準準にに改改編編

さされれたた。。外外来来環環１１はは外外安安全全１１とと外外感感染染１１にに分分けけらられれたた。。

＜＜施施設設基基準準のの再再届届出出ににつついいてて＞＞

22002244年年３３月月末末ままででにに「「外外来来環環１１」」やや「「かか強強診診」」をを届届出出ををししてておおりり、、かかつつ当当該該施施

設設基基準準にに係係るる点点数数をを算算定定ししてていいるる医医療療機機関関はは同同年年６６月月３３日日ままででにに再再届届出出ををすするる

必必要要ははななくく、、22002255年年５５月月3311日日ままででにに新新ししいい要要件件をを満満たたししたた上上でで外外安安全全１１・・外外感感

染染１１やや口口管管強強のの届届出出ををすするるここととでで22002255年年６６月月以以降降もも引引きき続続きき算算定定ででききるる。。

外外安安全全１１とと外外感感染染１１のの届届出出にに係係るる主主なな注注意意点点

＜＜22002244年年３３月月3311日日時時点点でで外外来来環環１１をを届届けけ出出てておおりり、、算算定定ししてていいるる医医療療機機関関＞＞

外外安安全全１１おおよよびび外外感感染染１１をを22002255年年６６月月１１日日以以降降もも引引きき続続きき算算定定すするるたためめににはは、、

22002255年年５５月月3311日日ままででににすすべべててのの要要件件をを満満たたししたた上上でで改改めめてて、、外外安安全全１１おおよよびび外外

感感染染１１のの届届出出がが必必要要。。

外外安安全全１１のの研研修修ににつついいててはは届届出出日日かからら３３年年以以内内のの再再受受講講はは必必要要ななくく、、様様式式４４

ににああるる「「常常勤勤歯歯科科医医師師名名とと医医療療安安全全にに関関すするる研研修修のの受受講講歴歴等等」」のの「「受受講講者者名名」」

欄欄にに常常勤勤歯歯科科医医師師名名をを記記載載しし、、「「講講習習名名（（テテーーママ））」」欄欄にに外外来来環環１１のの届届出出時時のの

受受理理番番号号をを記記載載すするる。。

届届出出にに必必要要なな様様式式はは以以下下ののととおおりり（（外外安安全全とと外外感感染染をを同同時時にに出出すす場場合合はは別別添添

７７ははそそれれぞぞれれ必必要要だだがが、、様様式式４４はは１１部部でで良良いい））。。

※※リリンンククはは変変更更さされれるる可可能能性性ががあありりまますす。。

口口管管強強のの届届出出にに係係るる主主なな注注意意点点

＜＜22002244年年３３月月3311日日時時点点ででかか強強診診をを届届けけ出出てておおりり、、算算定定ししてていいるる医医療療機機関関＞＞

口口管管強強をを22002255年年６６月月１１日日以以降降もも引引きき続続きき算算定定すするるににはは、、22002255年年５５月月3311日日ままででにに

すすべべててのの要要件件をを満満たたししたた上上でで改改めめててのの届届出出がが必必要要。。既既にに受受講講ししたた研研修修ににつついいてて

はは再再受受講講のの必必要要ははなないい。。ししかかしし、、口口管管強強のの要要件件でで新新たたにに追追加加さされれたた研研修修（（根根面面

うう蝕蝕にに係係るる研研修修やや小小児児のの心心身身のの特特性性））はは、、届届出出日日かからら３３年年以以内内にに受受講講ししてていいるる

必必要要ががああるる。。

注注②② かか強強診診のの施施設設基基準準をを届届けけ出出たた医医療療機機関関がが算算定定すするるここととががででききたた「「エエナナメメ

ルル質質初初期期うう蝕蝕管管理理加加算算（（226600点点））」」がが廃廃止止さされれ、、「「エエナナメメルル質質初初期期うう蝕蝕管管理理料料

（（ＣＣｅｅ管管・・3300点点））」」がが新新設設さされれたた。。そそののたためめエエナナメメルル質質初初期期うう蝕蝕管管理理加加算算にに含含

ままれれてていいたた歯歯清清おおよよびびＦＦ局局はは別別にに算算定定すするるここととががででききるる。。

注注③③ 口口管管強強のの施施設設基基準準をを届届けけ出出たた医医療療機機関関おおいいててはは、、ＣＣｅｅ管管にに口口腔腔管管理理体体制制

強強化化加加算算（（4488点点））をを算算定定ででききるる。。

注注④④ 歯歯管管ままたたはは特特疾疾管管をを算算定定ししてていいるる患患者者にに対対ししてて、、うう蝕蝕のの評評価価にに基基づづきき、、

管管理理計計画画をを作作成成ししてて患患者者ななどどのの同同意意をを得得てて内内容容をを説説明明ししたた場場合合にに、、ＣＣｅｅ管管ととしし

てて月月１１回回3300点点のの算算定定ががででききるる。。管管理理をを行行っったた場場合合はは、、患患者者ななどどにに対対ししてて説説明明しし

たた内内容容のの要要点点ををカカルルテテにに記記載載すするる。。

管管理理ににああたたっっててはは「「エエナナメメルル質質初初期期うう蝕蝕にに関関すするる基基本本的的なな考考ええ方方」」（（22001166年年

３３月月日日本本歯歯科科医医学学会会））をを参参考考ににすするる。。

注注⑤⑤ エエナナメメルル初初期期うう蝕蝕患患者者にに対対すするるＦＦ局局はは、、当当該該病病変変部部位位のの口口腔腔内内カカララーー写写

真真のの撮撮影影をを行行いい、、フフッッ化化物物歯歯面面塗塗布布処処置置をを行行っったた場場合合、、１１口口腔腔ににつつきき３３月月にに１１

回回110000点点のの算算定定ががででききるる。。管管理理料料がが新新設設さされれたたここととにに伴伴いい、、ＦＦ局局（（エエナナメメルル質質初初

期期うう蝕蝕にに罹罹患患ししてていいるる患患者者のの場場合合））はは113300点点かからら110000点点にに見見直直さされれたた。。

注注⑥⑥ 口口管管強強のの施施設設基基準準をを届届けけ出出たた医医療療機機関関ににおおいいてて、、ＣＣｅｅ管管をを算算定定ししてていいるる

患患者者にに２２回回目目以以降降ののＦＦ局局おおよよびび歯歯清清はは前前回回実実施施月月のの翌翌月月かからら月月１１回回算算定定ででききるる。。

注注⑦⑦ ２２回回目目以以降降のの算算定定でではは、、口口腔腔内内カカララーー写写真真ににかかわわりり光光学学式式うう蝕蝕検検出出装装置置

にによよるるうう蝕蝕部部位位のの測測定定ででもも良良いい。。そそのの場場合合はは装装置置名名称称をを記記載載（（装装置置使使用用のの初初回回

ののみみ））しし、、結結果果ををカカルルテテにに記記載載ままたたはは添添付付すするる。。

＊＊実実態態にに即即ししててごご請請求求くくだだささいい＊＊

かかかかりりつつけけ歯歯科科医医機機能能強強化化型型歯歯科科診診療療所所（（かか強強診診））をを届届けけ出出たた医医療療機機関関

がが算算定定すするるここととががででききたたエエナナメメルル質質初初期期うう蝕蝕管管理理加加算算((226600点点））がが廃廃止止さされれ、、

エエナナメメルル質質初初期期うう蝕蝕管管理理料料((ＣＣｅｅ管管・・3300点点))がが新新設設さされれたた。。ままたた、、歯歯科科外外来来

診診療療環環境境体体制制加加算算（（外外来来環環））がが、、新新たたにに歯歯科科外外来来診診療療医医療療安安全全対対策策加加算算

（（外外安安全全））とと歯歯科科外外来来診診療療感感染染対対策策加加算算（（外外感感染染））にに分分かかれれたた。。口口腔腔管管理理

体体制制強強化化加加算算（（口口管管強強））のの届届出出ををししたた医医療療機機関関ににおおけけるるエエナナメメルル質質初初期期うう

蝕蝕管管理理料料のの症症例例ににつついいてて解解説説すするる。。

外外安安全全１１ 別別添添７７ 外外感感染染１１ 別別添添７７ 外外安安全全１１・・外外感感染染１１ 様様式式４４
（（ＰＰＤＤＦＦ）） （（ＰＰＤＤＦＦ）） （（ＰＰＤＤＦＦ））

記記載載例例

２０２４年度診療報酬改定を踏まえて―

（９） 第６５１号 ２０２４年（令和６年）６月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



　毎月、全国の保険医協会・医会、保団連ほか医療関係団体による国会内集会が開催される。一般紙、テレビ、
専門紙ほか、各種メディアも取材に訪れるが、取材陣の中で毎回、老練な方をお見受けする。レコーダーな
し、キーボードも叩かず…。じっくり聞きながら時折メモを走らせる。それでいて、翌日の配信ニュースは適
時適格な内容、文字数、表現だ。その人物が、今回ご紹介する奥村勝氏である。
　奥村氏は、自身が設立したオクネットの代表で、企業勤務を経て歯科技工士を務め、その後、歯科医療関連
専門誌の編集長として取材、編集に携わるなど、異色の経歴を持つ存在だ。「歯科ジャーナリスト」「歯系議
員」などの用語は奥村氏作といわれている。その奥村氏には、協会の機関紙「東京歯科保険医新聞」の２０２２
年10月号から本年４月号まで、延べ18回にわたり「歯科界への私的回想録」を連載していただいた。今回は
連載時に思ったこと、協会への一言などを中心にお話を伺った。

奥村  勝  （おくむら・まさる）
オクネット代表、歯科ジャーナリスト。明治大学政治経済学部卒業、
東京歯科技工専門学校卒業。日本歯科新聞社記者・雑誌編集長を歴
任、退社。さらに医学情報社創刊雑誌の編集長歴任。その後、独立し
オクネットを設立。「歯科ニュース」「永田町ニュース」をネット配
信。明治大学校友会代議員(兼墨田区地域支部長)、明大マスコミク
ラブ会員。

協会は 「基本的なスタンスを守ること」 が大事

　

口
腔
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
歯
科
は
責
任
重
大

―
聞
き
手
　
今
回
の
連
載
終

　
了
に
あ
た
り
、
思
う
と
こ
ろ

　
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

◆
奥
村
氏　
連
載
前
の
構
想

と
、
連
載
開
始
後
の
原
稿
内
容

は
か
な
り
異
な
り
ま
し
た
。
歯

科
医
師
と
患
者
さ
ん
と
そ
の
家

族
、
歯
科
医
師
と
ス
タ
ッ
フ
な

ど
を
巡
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
大
切
さ
を
も
っ
と
全
面
に

押
し
出
し
た
り
、
も
っ
と
歯
科

技
工
士
の
本
音
や
自
分
自
身
の

考
え
方
を
打
ち
出
し
て
も
良
か

っ
た
か
な
と
も
思
い
ま
し
た
。

　
―
連
載
初
回
に
、
ご
自
身
の

　
口
唇
口
蓋
裂
の
手
術
に
至
る

　
ま
で
の
経
緯
な
ど
を
紹
介
さ

　
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と
の

　
歯
科
へ
の
意
図
は
。

◆
１
９
５
４
年
生
ま
れ
の
私

は
、
こ
の
瘢は
ん
痕こ
ん
の
た
め
、
子
ど

も
時
代
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

を
経
験
し
ま
し
た
。
し
か
し
時

が
経
つ
と
と
も
に
、「
口
の
中

は
目
に
見
え
な
い
が
、
大
事

だ
」
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
ま

し
た
。
口
唇
口
蓋
裂
は
、
そ
の

人
の
人
生
そ
の
も
の
で
す
。
ま

た
、
会
話
の
時
も
食
べ
る
時
も

口
は
大
事
。
そ
し
て
、
こ
れ
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
歯
科
は
責
任
重

大
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

人
対
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

―
政
治
経
済
学
部
で
学
ん
だ

　
後
、
歯
科
技
工
士
の
道
に
進

　
ま
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
き
っ

　
か
け
、
歯
科
技
工
現
場
で
の

　
経
験
な
ど
に
つ
い
て
。

◆
私
の
父
は
、
蔵
前
の
プ
ラ
モ

デ
ル
製
造
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

塩
化
ビ
ニ
ー
ル
加
工
の
営
業
・

卸
の
会
社
に
勤
務
し
て
い
ま
し

た
。
大
学
進
学
の
背
中
を
押
し

て
も
ら
い
、
大
学
卒
業
後
、
１

年
半
は
イ
ン
テ
リ
ア
業
界
で
働

き
ま
し
た
が
、
手
仕
事
に
長
け

て
い
た
父
か
ら
手
に
職
を
つ
け

る
こ
と
の
大
切
さ
を
論
さ
れ
、

「
口
」
に
縁
の
あ
る
歯
科
技
工

士
を
思
い
浮
か
べ
、
東
京
歯
科

技
工
専
門
学
校
（
２
０
１
０
年

閉
校
）
に
入
学
し
ま
し
た
。
卒

業
後
は
新
小
岩
駅
至
近
の
歯
科

診
療
所
の
院
内
ラ
ボ
に
入
り
、

当
時
言
わ
れ
て
い
た
「
歯
科
技

工
士
は
、
10
年
や
っ
て
ど
う
か

だ
」
を
目
標
に
勤
し
み
ま
し

た
。
診
療
所
内
で
自
作
の
歯
科

技
工
物
へ
の
患
者
さ
ん
の
反
応

を
見
た
り
、
話
を
す
る
中
で
、

「
診
療
所
内
で
は
、
歯
科
医

師
、
歯
科
衛
生
士
、
歯
科
技
工

士
、
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
と
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
非
常
に
大

事
」で
あ
る
と
実
感
し
ま
し
た
。

―
と
こ
ろ
で
、
当
協
会
の
メ

　
デ
ィ
ア
懇
談
会
に
は
設
立
直

　
後
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
ま
す

　
が
、
思
う
と
こ
ろ
を
。

◆
記
者
会
見
で
は
、
参
加
者
は

主
催
者
側
の
意
向
に
一
定
の
配

慮
を
し
ま
す
。
し
か
し
、
懇
談

会
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

記
者
会
見
で
も
懇
談
会
で
も
、

終
了
後
に
雑
談
や
話
し
込
む
こ

と
が
で
き
れ
ば
大
し
た
も
の
だ

と
思
い
ま
す
。
協
会
の
メ
デ
ィ

ア
懇
談
会
は
終
了
後
に
場
所
を

移
し
て
懇
談
を
行
い
、
参
加
メ

デ
ィ
ア
の
記
者
、
編
集
者
、
協

会
の
役
員
、
事
務
局
員
が
面
と

向
か
っ
て
意
見
し
た
り
、
記
者

同
士
の
知
見
を
持
ち
寄
っ
た
り

し
て
い
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
情

報
面
で
の
交
流
が
で
き
る
こ
と

は
、
と
て
も
大
事
で
す
。
今
の

時
代
は
、
Ｉ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝

達
手
段
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の

よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
あ
っ

て
も
、
や
は
り
今
後
も
話
し
手

と
聞
き
手
が
向
か
い
合
っ

て
、
直
接
、
言
葉
で
や
り
取
り

し
、
相
手
の
語
気
や
表
情
を
五

感
で
感
じ
な
が
ら
行
う
対

話
、
会
話
は
や
は
り
大
切
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
こ

と
は
、
歯
科
診
療
所
で
の
院

長
、
患
者
さ
ん
、
ス
タ
ッ
フ
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く

り
、
さ
ら
に
最
近
で
は
、
歯
科

と
関
連
が
あ
る
様
々
な
関
連
職

種
の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
に
も
、
通
じ

る
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

―
取
材
時
の
基
本
的
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
。
ま
た
、
議
員
や

官
僚
、
歯
科
医
療
関
係
者
と
の

人
間
関
係
構
築
に
つ
い
て
、
思

う
と
こ
ろ
を
。

◆
取
材
時
に
は
、
キ
ー
ワ
ー
ド

を
メ
モ
す
る
だ
け
で
す
。
キ
ー

ワ
ー
ド
に
は
イ
メ
ー
ジ
が
残
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
後
で
そ
れ
を

読
む
と
大
事
な
言
葉
が
脳
裏
に

鮮
明
に
表
れ
ま
す
。
あ
と
は
、

資
料
の
要
旨
、
概
要
を
参
考
に

し
ま
す
。
人
脈
に
つ
い
て
は
、

国
会
、
役
所
を
問
わ
ず
、
慌
た

だ
し
い
時
で
は
な
く
「
つ・
ま・
ら・

な・
い・
時
に
足
を
運
ぶ
こ
と
」
が

大
事
。
大
雨
、
電
車
が
運
休
、

国
会
休
会
中
な
ど
に
伺
う
ほ
う

が
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
よ
う
で

す
。
ま
た
、
取
材
相
手
と
自
分

の
意
見
が
違
う
時
は
必
ず
そ
の

理
由
を
聞
く
。
こ
れ
は
、
き
っ

か
け
を
作
る
上
で
重
要
。
た
だ

最
初
か
ら
「
人
脈
を
作
ろ
う
」

と
力
む
の
は
良
く
な
い
で
す
。

　
―
記
者
の
目
を
通
し
て
、
協

　
会
の
今
そ
し
て
近
未
来
に
つ

　
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
一
言
。

◆
今
の
よ
う
に
、
会
員
数
が
増

え
る
こ
と
は
良
い
こ
と
で
す

が
、
大
事
な
こ
と
は
、
設
立
時

か
ら
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
を

守
る
こ
と
で
す
。
設
立
の
趣
旨

や
、
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
、
こ

れ
ま
で
対
外
的
に
発
表
し
て
き

た
決
議
、
理
事
会
声
明
な
ど
で

示
し
た
軸
は
大
切
で
す
。
初
め

て
メ
デ
ィ
ア
懇
談
会
や
定
期
総

会
を
取
材
し
た
頃
は
協
会
は

「
固
い
固
い
組
織
」
だ
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
だ
ん

だ
ん
と
「
外
に
対
し
て
オ
ー
プ

ン
な
雰
囲
気
の
組
織
」「
確
か

に
保
険
診
療
を
広
め
る
た
め
に

活
動
し
て
い
る
組
織
」
と
い
う

印
象
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
―
最
後
に
、
大
事
に
し
て
き

　
た
言
葉
に
つ
い
て
。

◆
明
大
の
恩
師
に
い
た
だ
い
た

「
歩あ
ゆ
み

一い
っ

歩ぽ
」
で
、
個
人
的
に
は

「
無
為
自
然
」
で
す
。
や
れ
る

だ
け
の
こ
と
を
や
っ
た
中
で
の

結
果
は
す
べ
て
受
け
入
れ
ま
す
。

　
―
本
日
は
永
田
町
、
霞
が
関

　
へ
の
取
材
前
の
お
時
間
、
あ

　
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

取
材
の
実
際
と
人
脈
作
り
の
要
諦

協
会
活
動
日
誌  

２
０
２
４
年
５
月

１　水　第２回総務会議
２　木　新点数説明会打合せ
７　火　内部監査
８　水　外部監査、第３回財政部会
９　木　第３回(暫定)理事会
10　金　第１回メディア懇談会、第２

回広報・ホームページ部会
13　月　第２回地域医療部会、ベース

アップ評価料動画撮影
14　火　第２回共済部会
15　水　第２回経営管理部会、第２回

院内感染防止対策講習会、休
保審査会(医科)

16　木　会員無料相談デー

17　金　第２回政策委員会
20　月　第３回新点数説明会
21　火　第２回社保・学術部会
22　水　国会行動(独自)、第６回口頭

弁論･記者会見、｢保険でよい
歯を｣ 東京連絡会世話人会

23　木　国会内集会、第１回施設基準
のための講習会

24　金　第４回(暫定)理事会
25　土　休保審査会(全国)
28　火　第52回定期総会議長団会議
29　水　第２回組織部会
31　金　第３回財政部会

現場で役に立つ“本作り”
を目指しています。

〒108-0073 東京都港区三田 3-4-6-801
☎ 03-3798-1778 FAX03-3798-8505お求めは

2024 年 6 月
改正に対応。
保険点数の
ルールブック
A5判
2,530 円（税込）

カルテの手引き 歯科アシスタント
MY BOOK

新人スタッフ
の教育に
スタッフの
再教育に
A5判
1,650 円（税込）

歯科医療事務
症例と解説

初期カリエスか
ら有床義歯まで、
解説付き（カル
テ問題集）です。
B5判
2,750 円（税込）

（ 1 0）第６５１号東 京 歯 科 保 険 医 新 聞 （毎月１回１日発行）２０２４年（令和６年）６月１日 （第三種郵便物認可）

ホームページアドレス e-mailhttps:／／www.tokyo-sk.com／ info@tokyo-sk.com

◆
第
２
回(

暫
定)

理
事
会
◆

　
４
月
26
日
㈮
、
午
後
８
時

00
分
〜
10
時
00
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
16
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
５
名
の

出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
義
務

化
、
健
康
保
険
証
の
廃
止
、

グ
ー
グ
ル
集
団
訴
訟
な
ど
の

報
告
を
確
認
。

【
運
動
課
題
】　
国
会
内
集

会
、
国
会
行
動
の
予
定
を
確

認
。
現
行
の
健
康
保
険
証
の

存
続
を
求
め
る
署
名
の
集
約

状
況
な
ど
の
報
告
、
４
月
か

ら
の
取
り
組
み
の
提
案
を
確

認
。

【
政
策
課
題
】　
①
理
事
会

声
明
「
理
解
が
困
難
な
改
定

必
要
な
歯
科
医
療
が
提
供
で

き
る
改
定
を
切
望
す
る
」、

地
域
医
療
部
長
談
話
「
患
者

を
最
期
ま
で
診
る
た
め
に
求

め
ら
れ
る
こ
と
」
を
確
認
。

②
第
２
回
新
点
数
説
明
会

（
４
月
25
日
）
の
報
告
を

確
認
。

【
保
団
連
会
議
関
連
】　
①

第
２
回
保
団
連
歯
科
理
事
会

議
（
４
月
20
日
）
の
報
告
、

②
第
４
回
保
団
連
理
事
会

（
４
月
21
日
）
の
報
告
を

確
認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　
議

案
に
つ
い
て
討
議
。決
算
案
、

予
算
案
に
つ
い
て
の
報
告
を

確
認
。

【
政
策
課
題
】　
①
診
療
報

酬
改
定
情
報
（
疑
義
解
釈
そ

の
２
、
長
期
収
載
品
の
処
方

ま
た
は
調
剤
に
係
る
選
定
療

養
の
対
象
医
薬
品
に
つ
い
て

の
通
知
な
ど
）
を
確
認
。
②

歯
科
医
療
費
の
総
枠
拡
大
に

向
け
て
、
今
次
改
定
内
容
の

中
か
ら
11
項
目
に
つ
い
て
議

論
。

◆
第
３
回(

暫
定)

理
事
会
◆

　
５
月
９
日
㈭
、
午
後
７
時

00
分
〜
９
時
43
分
。
会
長
、

副
会
長
５
名
、
理
事
15
名
、

監
事
２
名
、
事
務
局
12
名
の

出
席
。

【
情
勢
報
告
】　
①
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存

在
確
認
等
請
求
訴
訟
」
の
第

６
回
口
頭
弁
論
と
記
者
・
原

告
説
明
会
へ
の
（
５
月
22
日
）

へ
の
参
加
を
案
内
。

【
診
療
報
酬
改
定
対
策
】　

①
改
定
情
報
（
疑
義
解
釈
そ

の
３
、
訂
正
通
知
、
金
パ
ラ

な
ど
の
改
定
通
知
）
を
確

認
。
３
月
31
日
ま
で
に
か
強

診
の
施
設
基
準
を
届
け
出
た

う
え
で
、
算
定
す
る
こ
と
も

求
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、

６
月
３
日
ま
で
に
口
管
強
の

施
設
基
準
を
す
べ
て
満
た
し

て
、
再
届
出
が
必
要
に
な
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
討
議
。
ま

た
、
歯
科
用
材
料
価
格
の
通

知
発
出
に
伴
い
、
６
月
か
ら

の
金
パ
ラ
な
ど
の
点
数
を
Ｆ

―
Ｎ
ｅ
ｘ
で
会
員
に
周
知
す

る
こ
と
を
確
認
。
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
評
価
料
に
つ
い
て
、
協

会
と
し
て
の
立
場
や
対

応
、
動
画
作
成
内
容
の
討
議

を
行
な
っ
た
。

【
各
部
検
討
課
題
】　
春
の

会
員
拡
大
・
組
織
強
化
月
間

の
中
間
報
告
、
Ｓ
Ａ
Ｓ
の
講

習
会
に
つ
い
て
の
提
案
を
確

認
。

【
定
期
総
会
の
準
備
】　

議

案
の
内
容
を
最
終
確
認
し
、

機
関
紙
６
月
号
と
同
送
す
る

こ
と
を
確
認
。
総
会
当
日
の

役
割
分
担
（
案
）
を
確
認
。

会
計
監
査
報
告
、
業
務
監
査

報
告
、
決
算
、
予
算
（
案
）
を
確

認
。

【
機
関
紙
の
企
画
】　
６
月

１
日
号
（
第
651
号
）
の
企
画

案
を
確
認
。

【
組
織
の
現
勢
】　
５
月
１

日
付
会
員
数
６
千
24
名
（
入

会
25
名
、
退
会
17
名
）。

2024年度
第２回（暫定）
第３回（暫定）
理事会

i n t e r v i e wi n t e r v i e w

奥村 勝奥村 勝

オクネット代表オクネット代表
歯科ジャーナリスト歯科ジャーナリスト



機
関
紙
５
月
号
に
つ
い
て
、

通
信
員
50
名
の
便
り
の
中
か

ら
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

通
信
員
便
り

通
信
員
便
り 

№№
143143143143

◆
今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で
施

設
基
準
を
巡
り
「
ど
う
対
応

す
れ
ば
良
い
の
か
」「
ど
の

施
設
基
準
を
届
出
す
れ
ば
良

い
の
か
」
な
ど
の
声
を
聞
き

ま
す
。
先
生
の
対
応
は
。

・
こ
れ
か
ら
、
頑
張
っ
て
い
く

し
か
な
い
で
す
。
直
接
、
点

数
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
。

・
届
出
記
載
箇
所
を
間
違
え
て

提
出
し
て
し
ま
っ
た
。

・
協
会
の
説
明
会
の
動
画
を
も

う
１
回
見
て
頭
を
整
理
し
ま

す
。
理
解
が
難
し
く
、
高
齢

歯
科
医
師
へ
の
い
じ
め
と
し

か
思
え
ま
せ
ん
。

・
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
イ
ン
レ
ー

と
冠
の
届
出
は
し
た
。

・
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
と

こ
ろ
は
全
然
わ
か
ら
な
い
。

・
後
は
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
で
す
。

今
エ
ク
セ
ル
で
確
認
し
、
税

理
士
さ
ん
と
相
談
中
で
す
。

・
ま
ず
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
と
外

感
染
は
早
く
届
出
し
ま
す
。

・
ま
だ
「
み
な
し
中
」
な
の
で

様
子
を
見
て
い
ま
す
。

・
歯
科
医
師
が
院
長
一
人
の
医

院
で
は
施
設
基
準
を
満
た
し

て
い
な
い
項
目
が
ほ
と
ん

ど
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
、
利

益
が
あ
れ
ば
各
医
院
で
判
断

し
て
行
う
も
の
。
国
が
強
引

に
導
く
も
の
で
は
な
い
と
思

う
。
そ
ん
な
に
ス
タ
ッ
フ
の

給
料
を
上
げ
た
け
れ
ば
、
国

が
直
接
対
象
者
の
口
座
に
毎

月
助
成
金
を
振
り
込
め
ば
良

い
。

・
歯
科
衛
生
士
を
雇
っ
て
い
な

い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
施
設

基
準
に
適
合
し
ま
せ
ん
。

・
な
る
べ
く
多
く
の
施
設
基
準

を
提
出
し
た
い
。

・
ど
の
施
設
基
準
を
届
出
す
れ

ば
良
い
の
か
分
か
ら
な
い
。

・
届
出
し
な
い
つ
も
り
で
す
。

◆
最
近
の
診
療
の
中
で
、
マ
イ

ナ
保
険
証
の
利
用
率
、
ト
ラ

ブ
ル
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
５

年
間
の
期
限
切
れ
に
伴
う
ト

ラ
ブ
ル
発
生
の
状
況
を
。

・
顔
認
証
を
し
よ
う
と
し
た
若

い
患
者
さ
ん
の
マ
イ
ナ
保
険

証
の
読
み
取
り
が
で
き
ず
、

パ
ス
ワ
ー
ド
も
認
証
で
き
ず

た
ま
た
ま
国
保
で
平
日
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
区
役
所
に

連
絡
を
し
て
保
険
証
番
号
の

確
認
が
で
き
た
。
私
個
人
の

マ
イ
ナ
保
険
証
は
、
あ
っ
さ

り
と
認
証
さ
れ
た
。
大
切
な

診
療
時
間
が
削
ら
れ
、
ス
タ

ッ
フ
も
振
り
回
さ
れ
た
。

・
た
ま
に
顔
認
識
に
失
敗
し
ま

す
。
パ
ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
て

材
料 区分 旧点数 新点数

４月、５月 ６月～

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

インレー（単純）

前歯・小臼歯

428 418
インレー（複雑） 757 736
４分の３冠 955 927
５分の４冠 895 867
全部金属冠 1,187 1,155
インレー（単純）

大臼歯

540 524
インレー（複雑） 931 901
５分の４冠 1,124 1,084
全部金属冠 1,478 1,431

接着冠
前歯 955 925
小臼歯 895 865
大臼歯 1,124 1,082

根面被覆 前歯・小臼歯 428 421
大臼歯 540 527

レジン前装金属冠

前歯(ブリッジ支台) 2,087 2,040
前歯(ブリッジ支台
以外) 2,087 2,036

小臼歯 2,087 1,966

鋳造ポンティック 小臼歯 1,322 1,276
大臼歯 1,613 1,552

レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,888 1,852
小臼歯 1,522 1,476
大臼歯 1,673 1,612

双子鉤（鋳造鉤） 犬歯・小臼歯 992 959
小・大臼歯 1,198 1,154

二腕鉤（鋳造鉤）
（レスト付）

前歯 757 735
犬歯・小臼歯 798 774
大臼歯 882 854

２
０
２
３
年
２
月
22
日
、
東

京
地
方
裁
判
所
に
対
し
「
オ
ン

ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
不
存
在

確
認
等
請
求
訴
訟
」
の
第
一
次

提
訴
が
行
わ
れ
た
。
原
告
は
、

東
京
保
険
医
協
会
の
須
田
昭
夫

会
長
ほ
か
全
国
各
地
の
医
科
歯

科
保
険
医
で
第
三
次
提
訴
ま
で

で
約
１
千
500
人
。
原
告
団
事
務

局
長
は
、
東
京
保
険
医
協
会
理

事
で
い
つ
き
会
ハ
ー
ト
ク
リ
ニ

ッ
ク
理
事
長
・
院
長
の
佐
藤
一

樹
氏
、
原
告
弁
護
団
は
喜
田
村

洋
一
弁
護
士
ほ
か
計
４
人
、
事

務
局
は
東
京
保
険
医
協
会
。
被

告
は
国
で
被
告
指
定
代
理
人
が

約
15
人
。
岡
田
幸
人
裁
判
長
と

２
人
の
陪
席
裁
判
官
が
裁
判
を

担
当
。
訴
え
の
中
心
は
、
患
者

か
ら
電
子
資
格
確
認
を
求
め
ら

れ
た
場
合
、
保
険
医
療
機
関
な

ど
に
電
子
資
格
確
認
の
義

務
、
お
よ
び
電
子
資
格
確
認
の

た
め
の
体
制
整
備
義
務
が
な
い

こ
と
の
確
認
を
求
め
る
こ
と
。

　
同
４
月
21
日
の
第
一
回
口
頭

弁
論
を
皮
切
り
に
、
今
年
５
月
22
日
に
は
第
六
回
口
頭
弁
論
が

行
な
わ
れ
て
い
る
。
初
め
の
頃

は
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
法
廷
で

の
開
催
だ
っ
た
が
、
途
中
か
ら

東
京
地
裁
で
最
も
広
い
法
廷
で

の
開
催
と
な
っ
た
の
は
、
原
告

の
ほ
か
に
傍
聴
人
が
多
数
出
席

す
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
。

　
各
口
頭
弁
論
開
催
の
後
に

は
、
原
告
弁
護
団
に
よ
る
記
者

会
見
・
原
告
説
明
会
が
開
催
さ

れ
て
お
り
、
訴
状
・
答
弁
書
・

準
備
書
面
・
書
証
な
ど
の
関
連

資
料
、
記
者
会
見
・
原
告
説
明

会
の
動
画
は
、
当
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

　
私
は
、
原
告
団
の
一
人
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
口

頭
弁
論
で
原
告
席
に
座
り
、
報

告
会
に
も
参
加
し
て
き
た
。

　
実
際
の
口
頭
弁
論
は
、
事
前

に
当
事
者
の
原
告
、
ま
た
は
被

告
が
提
出
し
た
準
備
書
面
な
ど

に
つ
い
て
、
裁
判
長
が
当
事
者

に
「
陳
述
し
ま
す
か
」
と
問
い
か

け
、当
事
者
が
「
陳
述
し
ま
す
」

と
述
べ
た
後
は
、
準
備
書
面
な

ど
の
確
認
と
次
回
期
日
の
打
ち

合
わ
せ
が
行
わ
れ
る
程
度
で
、

も
の
の
10
分
で
閉
廷
と
な
る
。

そ
の
た
め
、
原
告
弁
護
団
の
会

見
・
原
告
説
明
会
に
参
加
し
て
、

初
め
て
審
理
の
内
容
や
状
況
把

握
が
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

　
当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
、
記
者
会
見
・
原
告
説
明
会

の
動
画
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の

で
、
訴
訟
状
況
を
知
り
た
い
方

は
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。
下
記

Ｑ
Ｒ
へ
ア
ク
セ

ス
を
。

橋本  健一
（理事／東村山市）

 原告のひとりとして 原告のひとりとして

2024年6月 歯科用貴金属の随時改定情報2024年6月 歯科用貴金属の随時改定情報

６月から金パラの価格はすべて引き下げとなる。また、銀
合金は僅かに引き下げ、14カラット金合金はすべて引き上げ、
メタルコアは僅かに引き上げとなる。詳細は下記のとおり。

金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

コンビネーション鉤
前歯 497 494
犬歯・小臼歯 517 513
大臼歯 559 553

キーパー付き根面板 前歯・小臼歯 1,056 1,232
大臼歯 1,230 1,397

鋳造バー 1,969 1,892

ローチのバークラスプ 1歯 1,178 1,134
2歯以上 1,198 1,154

銀
合
金

インレー（単純）

小臼歯・前歯・乳歯

205 206
インレー（複雑） 315 317
４分の３冠（乳歯除く） 408 408
５分の４冠（乳歯除く） 348 348
全部金属冠 502 505
インレー（単純）

大臼歯

214 215
インレー（複雑） 325 327
５分の４冠 364 363
全部金属冠 520 522

接着冠
前歯 408 406
小臼歯 348 346
大臼歯 364 361

根面被覆
前歯・小臼歯 205 209
大臼歯 214 218

レジン前装金属冠

前歯(ブリッジ支台) 1,281 1,276
前歯(ブリッジ支台
以外) 1,281 1,202

小臼歯 1,281 1,272

鋳造ポンティック
小臼歯 487 485
大臼歯 487 485

レジン前装金属
ポンティック

前歯 1,247 1,245
小臼歯 701 699
大臼歯 561 559

キーパー付き根面板
前歯・小臼歯 614 813
大臼歯 624 823

メタルコア
前歯・小臼歯 202 207
大臼歯 260 265

14
Ｋ

インレー（複雑） 前歯 1,508 1,766
４分の３冠 前歯 1,900 2,220

双子鉤（鋳造鉤）
犬歯・小臼歯 1,546 1,601
小・大臼歯 1,842 1,909

二腕鉤（鋳造鉤）
前歯 998 1,033
犬歯・小臼歯 1,226 1,270
大臼歯 1,526 1,581

線鉤
双子鉤 980 1,007
二腕鉤（レスト付） 741 762

い
る
人
も
多
い
。

・
反
応
し
な
い
マ
イ
ナ
保
険
証

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・
週
に
数
名
の
利
用
は
あ
る
よ

う
で
す
。
マ
イ
ナ
保
険
証
を

提
示
す
る
人
は
現
行
の
保
険

証
も
持
っ
て
い
る
の
で
、
ト

ラ
ブ
ル
は
あ
ま
り
な
い
と
の

こ
と
で
し
た
。

・
利
用
率
は
５
％
く
ら
い
。
顔

認
証
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
更
新
手
続
き
を

し
ま
し
た
が
、
手
間
が
か
か

る
た
め
、
期
限
切
れ
の
患
者

さ
ん
が
現
れ
そ
う
で
す
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有

効
期
限
が
５
年
間
と
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
初

耳
で
し
た
。

・
ま
だ
、
ト
ラ
ブ
ル
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
利
用
率
は
少
し
ず

つ
上
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し

ょ
う
。

（ 1 1） 第６５１号 ２０２４年（令和６年）６月１日東 京 歯 科 保 険 医 新 聞（毎月１回１日発行） （第三種郵便物認可）

保険診療の請求事務、返戻・減点、指導、経営・税務、共済制度などについてのご相談はお気軽に協会まで。☎03（3205）2999　℻03（3209）9918



　

経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
荻
原
博
子
さ
ん
に
よ
る

連
載「
マ
イ
ナ
保
険
証
の〝
失
態
〞を
追
う
〜
こ
の
ま

ま
見
過
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
〜
」。運
用
開
始
以

降
、ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
ぐ〝
マ
イ
ナ
保
険
証
〞を
テ
ー

マ
に
、経
済
分
野
の
専
門
家
の
視
点
か
ら
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
問
題
の
根
幹
に
あ
る
も
の
や
、そ
の
行

く
末
に
つ
い
て
ご
執
筆
い
た
だ
く
。今
回
は
３
回
目
。

　
造
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
っ
た
犯
罪

が
増
え
て
い
ま
す
。

大
阪
府
八
尾
市
の
松
田
の
り
ゆ
き
市
議
が
、

偽
造
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
自
分
の
ス
マ
ホ
を
乗
っ

取
ら
れ
、
225
万
円
の
ロ
レ
ッ
ク
ス
の
高
級
時
計

を
不
正
購
入
さ
れ
ま
し
た
。

外
出
中
に
、
突
然
携
帯
電
話
の
電
波
が
使
え

な
く
な
り
、
お
か
し
い
と
思
っ
て
携
帯
シ
ョ
ッ

プ
に
問
い
合
わ
せ
る
と
、「
こ
の
電
話
は
、
名

古
屋
市
内
の
店
舗
で
機
種
変
更
さ
れ
て
い
ま

す
」
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。

乗
っ
取
ら
れ
た
携
帯
に
は
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ
や

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
紐
づ
い
て
い
た
の
で
、

す
ぐ
さ
ま
利
用
を
停
止
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
犯
人
は
す
で
に
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ
ａ
ｙ

な
ど
で
10
万
円
以
上
を
不
正
利
用
し
て
い
た
ほ

か
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
サ
イ
ト
の
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ

ー
ド
を
悪
用
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
が
不
要

の
ロ
ー
ン
を
組
ん
で
、
な
ん
と
前
述
の
ロ
レ
ッ

ク
ス
を
す
で
に
買
っ
て
受
け
取
っ
た
後
で
し
た
。

同
様
の
詐
欺
は
、
東
京
で
も
起
き
て
い
て
、

風
間
ゆ
た
か
都
議
が
、
偽
造
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で

携
帯
電
話
が
機
種
変
更
さ
れ
、
10
万
円
以
上
の

被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

偽

連載連載

「
現
行
の
健
康
保
険
証
は
な
く
さ
な
い
で
」

酒
井
菜
摘
・
鈴
木
庸
介
両
衆
議
院
議
員
に
署
名
提
出

今
年
1
月
31
日
に
公
表
さ
れ

た
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の

「
２
０
２
３
年
10
月
以
降
の
マ

イ
ナ
保
険
証
ト
ラ
ブ
ル
調
査

（
回
答
：
８
千
672
医
療
機

関
）」
で
は
、
59
・
８
％
（
５

千
188
医
療
機
関
）
で
マ
イ
ナ
保

険
証
や
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
が
「
あ
っ

た
」
と
回
答
し
た
。
デ
ジ
タ
ル

庁
が
行
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
情

報
総
点
検
後
も
ト
ラ
ブ
ル
が
続

い
て
お
り
、
ト
ラ
ブ
ル
は
解
消

し
て
い
な
い
。
そ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
協
会
で
は
「
現
行
の
健
康

保
険
証
の
存
続
を
求
め
る
」
請

願
署
名
に
取
り
組
ん
だ
と
こ

ろ
、
多
数
の
署
名
が
届
い
た
。

紛
失
や
ト
ラ
ブ
ル
に

根
強
い
不
安

署
名
と
共
に
寄
せ
ら
れ
た
声

に
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
は
持
ち
歩
き
た
く
な
い
。
紛

失
し
た
時
の
こ
と
を
考
え
る
と

気
が
重
く
な
る
」「
施
設
に
入

所
し
て
い
る
母
親
は
、
マ
イ
ナ

保
険
証
を
作
る
こ
と
は
困
難
で

す
。
高
齢
の
た
め
、
健
康
保
険

証
は
必
要
で
す
」
な
ど
、
マ
イ

ナ
保
険
証
を
利
用
・
管
理
す
る

こ
と
へ
の
不
安
が
多
く
み
ら
れ

る
。
ま
た
、「
ト
ラ
ブ
ル
の
こ

と
を
頻
繁
に
聞
く
た
め
、
今
の

健
康
保
険
証
を
失
く
さ
な
い
で

欲
し
い
」「
マ
イ
ナ
保
険
証
は

ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
て
嫌
だ
」
な

ど
問
題
点
を
心
配
す
る
声
も
多

い
。実

際
に
窓
口
業
務
を
担
っ
て

い
る
医
療
従
事
者
か
ら
の
署
名

も
多
い
。
寄
せ
ら
れ
た
声
の
中

に
は
、「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
み

で
の
資
格
確
認
は
不
備
が
多

く
、
患
者
さ
ん
に
は
健
康
保
険

証
を
同
時
に
提
示
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。
大
変
不
安
で
す
」

「
現
場
の
混
乱
に
誰
も
責
任
を

取
ら
な
い
」
な
ど
、
ト
ラ
ブ
ル

を
経
験
し
た
方
か
ら
の
署
名
も

見
ら
れ
た
。
ま
た
、「
ご
自
身

で
の
管
理
が
難
し
い
方
の
た
め

に
も
ぜ
ひ
従
来
の
健
康
保
険
証

と
マ
イ
ナ
保
険
証
を
選
択
制
で

！
」
な
ど
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

使
用
が
困
難
な
患
者
さ
ん
も
お

り
、
健
康
保
険
証
の
存
続
を
願

う
声
も
あ
っ
た
。

署
名
を
国
会
議
員
に
提
出

こ
れ
ら
の
署
名
を
携
え
、
５

月
22
日
、
坪
田
有
史
会
長
、
早

坂
美
都
副
会
長
が
国
会
議
員
に

緊
急
要
請
し
た
。
懇
談
で
は
、

「
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
っ
た
と
こ

ろ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
に
よ
る
資

格
確
認
で
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し

た
方
が
約
６
割
い
る
。
結
局
、

健
康
保
険
証
を
持
参
い
た
だ
か

な
い
と
適
切
に
資
格
確
認
で
き

な
い
」「
健
康
保
険
証
の
新
規

発
行
終
了
後
は
、
マ
イ
ナ
保
険

証
や
資
格
確
認
書
な
ど
９
種
類

の
資
格
確
認
方
法
が
乱
立

し
、
持
参
す
る
患
者
も
混
乱
す

る
。
健
康
保
険
証
を
残
せ
ば
１

枚
で
済
む
」
と
述
べ
、
現
行
の

健
康
保
険
証
の
存
続
を
求
め

た
。
要
請
に
応
じ
た
国
会
議
員

ら
か
ら
は
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
に
は

利
点
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
進

め
方
に
は
拙
速
な
と
こ
ろ
が
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
起
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
」
な

ど
、
請
願
内
容
に
賛
同
す
る
意

見
が
寄
せ
ら
れ
た
。
集
ま
っ
た

「
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続

を
求
め
る
」
請
願
署
名
は
、
酒

井
菜
摘
衆
議
院
議
員
（
立
憲
）

お
よ
び
鈴
木
庸
介
衆
議
院
議
員

（
立
憲
）
に
提
出
し
た
。

※
要
請
を
行
っ
た
国
会
議
員
は

次
の
通
り
（
＊
は
秘
書
対
応
）

▼
衆
議
院
：
井
上
信
治
議
員
（
自

民
）
＊
、
土
田
慎
議
員
（
自

民
）
＊
、
酒
井
菜
摘
議
員
（
立

憲
）、鈴
木
庸
介
議
員
（
立
憲
）

（写真左から）鈴木庸介議員、坪田有史会長、早坂美都副会長 （写真右）酒井菜摘議員

【お願い】
お手元に「現行の健康保
険証を残してください」
請願署名をお持ちの方
は、協会までお送りくだ
さい。お問い合わせは、
協会運動本部まで（TEL 
03-3205-2999）まで。

お手元に「現行の健康保
険証を残してください」
請願署名をお持ちの方
は、協会までお送りくだ

署名用紙
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profi le
荻原 博子（おぎわら・ひろこ） ／経済ジャーナリスト。家
計に根ざした視点で経済を語る。バブル崩壊直後からデ
フレの長期化を予想し、現金に徹した資産防衛、家計運
営を提唱し続けている。新聞・経済誌などに連載。新聞、
雑誌等の連載やテレビのコメンテーターとしても活躍
中。近書に「マイナ保険証の罠」（文春新書）、「マイナンバ
ーカードの大問題」（宝島社新書）など。

第第３３回　急増しそうな「偽造マイナンバーカード」の悪用に気をつけよう！回　急増しそうな「偽造マイナンバーカード」の悪用に気をつけよう！

経済ジャーナリスト

荻原 博子
マイナ保険証のマイナ保険証の〝〝失態失態〟〟を追うを追う
～このまま見過すことはできません～

と
で
す
。

い
ま
金
融
機
関
で
は
、
高
齢
者
の
オ
レ
オ
レ

詐
欺
被
害
な
ど
を
警
戒
し
て
、
多
額
の
振
り
込

み
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
り
、
高
齢
者
に
警
告
を
発

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
お
金
を
振

り
込
む
前
に
多
く
の
犯
罪
が
阻
止
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
振
込
先
が
本
人
名
義
の
口
座
だ
と
、
金

融
機
関
に
は
単
な
る
資
金
移
動
に
し
か
見
え
な

い
。
こ
う
し
た
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
悪
用
し
た

新
た
な
詐
欺
が
ま
だ
ま
だ
増
え
そ
う
で
す
。

ス
マ
ホ
の
盗
撮
に
ご
用
心

実
際
に
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
偽
造
の
現
場
も
押

さ
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
12
月
４
日
、
警
視
庁
国
際
犯
罪
対
策
課

が
、
自
宅
で
カ
ー
ド
な
ど
を
偽
造
し
て
い
た
中

国
籍
の
女
を
逮
捕
。
情
報
を
印
字
す
る
前
の
無

地
の
カ
ー
ド
約
750
枚
が
押
収
さ
れ
ま
し
た
。
カ

ー
ド
に
は
、
本
物
そ
っ
く
り
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
の

よ
う
な
も
の
も
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

逮
捕
さ
れ
た
女
は
、
中
国
か
ら
届
い
た
Ｐ
Ｃ

や
プ
リ
ン
タ
ー
を
使
用
し
、
偽
造
に
必
要
な
デ

ー
タ
を
Ｗ
ｅ
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ（
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
）

を
通
じ
て
受
け
取
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
す

か
ら
、
国
際
的
、
組
織
的
な
犯
罪
の
可
能
性
が

高
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

携
帯
電
話
の
新
規
契
約
は
、
マ
イ
ナ
カ
ー
ド

と
月
々
の
料
金
支
払
い
口
座
が
あ
れ
ば
で
き
ま

す
か
ら
、
足
が
つ
か
な
い
偽
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で

携
帯
電
話
が
手
に
入
れ
ば
、
詐
欺
は
ま
す
ま
す

横
行
す
る
で
し
ょ
う
。

国
は
、「
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
は
顔
写
真
入
り
の

た
め
、
対
面
で
の
悪
用
は
困
難
」「
な
り
す
ま

し
は
で
き
な
い
」
と
大
々
的
に
宣
伝
し
、
身
分

証
明
書
と
し
て
持
ち
歩
く
こ
と
を
奨
励
し
て
い

ま
す
。

け
れ
ど
、
私
は
、
危
な
い
か
ら
や
め
た
方
が

良
い
と
思
い
ま
す
。
落
と
し
た
ら
再
発
行
に
２

ヶ
月
も
か
か
る
し
、
カ
ー
ド
を
出
し
た
時
に
背

後
か
ら
近
づ
い
て
き
た
悪
意
あ
る
人
が
こ
っ
そ

り
ス
マ
ホ
で
盗
撮
し
た
ら
、
簡
単
に
偽
の
カ
ー

ド
を
作
ら
れ
、
携
帯
電
話
を
乗
っ
取
ら
れ
た

り
、
本
人
名
義
の
銀
行
口
座
を
作
ら
れ
て
し
ま

う
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
ど
う
し
て
も
必
要
な

時
以
外
は
、
絶
対
に
カ
ー
ド
は
持
ち
歩
か
な
い

ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

導入後、時間の経過とともに新たな問題が発生し続ける
「マイナンバーカード」。

本連載をWebでチェック👉

偽
カ
ー
ド
で
銀
行
口
座
を
作
ら
れ

１
千
４００
万
円
を
騙
し
取
ら
れ
る

偽
造
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
で
、
自
分
名
義
の
銀
行

口
座
を
開
設
さ
れ
て
し
ま
い
、
１
千
400
万
円
を

騙
し
取
ら
れ
た
詐
欺
被
害
も
出
て
き
て
い
ま

す
。被

害
者
は
北
海
道
に
住
む
70
歳
の
女
性
。
今

年
１
月
に
、
総
務
省
の
職
員
や
警
察
官
を
名
乗

る
詐
欺
師
か
ら
「
あ
な
た
の
口
座
の
個
人
情
報

が
流
出
し
た
よ
う
な
の
で
調
査
し
て
い
ま

す
」
と
い
う
電
話
を
受
け
、
指
示
さ
れ
る
ま
ま

に
ス
マ
ホ
の
ビ
デ
オ
通
話
で
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を

見
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
詐
欺
師
は
、
女
性
を
騙
し
て
銀
行

口
座
に
１
千
400
万
円
を
振
り
込
ま
せ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
の
詐
欺
と
違
う
の
は
、
女
性
が

ビ
デ
オ
通
話
で
見
せ
た
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
も
と

に
、
偽
の
カ
ー
ド
を
つ
く
っ
て
女
性
に
な
り
す

ま
し
て
銀
行
口
座
を
開
設
し
た
形
跡
が
あ
る
こ
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